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ま』は真実を話 し……現在の事 をあ りのままに示 し，未来の事

もまたあ りの ままに示 したもう」(ヤ コブ4：13)と 語 ってい

る。

永遠についての理解が深まれば，それだけ私 たちは，携わっ

ている主のみ業が死の幕のかなたで も全 く同様 に行 なわれてい

る崇高で遠大なみ業であることを明確に理解するのである。

私 たちにはこの地上 で行 なわなければならない多くの仕事が

あ る。私は，教会 のすべてのプログラムは，伝道活動，神殿活

動，教会員がいつも活発で忠実であるようにすること， この3

つ の活動のいずれかに入ると思 う。 しか もいずれの活動 も，そ

の価値 と重要性はい くら強調 して も強調 し過 ぎるということが

ないのである。急激な発展 を見せている教会の伝道プログラム
ト

は，この神権時代において最大の規模 とな り，私 たちは現在，

多 くの同胞に福音を宣べ伝え，教 え，バプテスマを施 している。

しか し伝道活動は，現在 この地上に住んでいるあらゆる国民，

部族，国語，民族に福音 を宣べ伝 えるこ とだけに とどまらない。

この世にいる間に福音 を聞 くことな く， あるいは受け入れ るこ

となく.死んでいった何十億 という天父の子供 たちの問で幕 を越

えて続いているのである。 この点に関する私 たちの大切 な役割

は，幕のかなたで福音 を受け入れ る人々のために，必要 な儀式

をこの世で行な うことである。霊界は，私たちが代わって地上

の儀式を行 なうことを心待 ちにしている霊たちであふれている。

私 たちは伝道活動や神殿，系図活動 に自分勝手に優劣 をつける

ことがよ くあるが， どれ も救いに関わる重要な業である。従っ

て，そ うした区別は しないようにしていただ きたい。

これまでの歴史の中で，主が御 自身に従 う人々 を集め，福音

と救 いに関するある儀式 を確立された時期があった。それを私

たちは福音の神権時代 と呼んでいる。福音の神権時代は，聖な

る神権 と神権 を行使する権威 を授ける鍵 とを有す る予言者 たち

によって率いられていた。私たちは，立派な霊感あふれる義の ，

業に従事 した彼 らを尊敬 している。私たちは，現在の神権時代
けん

に先立つ それぞれの神権時代において，神 のすべての春族の救

いに関するみ業の一面が紹介 され，その業が成就 されたことを

知 っている。

時満ちたる神権時代 として聖典 に明らかにされているこの神

権時代に，主は，天 と地の両方にあるすべ ての ものを一つに寄

せ集め ると約束 された。(教 義 と聖約17：13;エ ペ ソ1：10参

照)

確かに， 「すべての もの を一つに寄せ集めること」は， 「神

が聖なる預言者 たちの口をとお して，昔か ら預 言してお られた

万物更新の時」(使 徒3：21)に つ いて述べ た使徒ペ テロの言

葉に関連 している。特に， この極めて重要な予言は，王国の様

々な神様の鍵 を持っていた古代の予言者 たちが戻 って来 ること

も指 している。

このように，古代の父祖たちが保持 していた聖なる族長制度

の鍵は回復 された。すなわち，アブラハムの大いなる血統に福

音 と神権が最 終的 に回復 され る時代が来たのである。この神

権により 「世界の脊族ことごとく祝 福 を得 ん」(ア ブ ラハ ム

2：11)と は，福音の祝福が個 人個 人に もた らされるという意

味であ り，また神権の新 しくかつ永遠の結婚誓約に入ることに

よって，地上の人々の中から選ばれて集め られた神のすべての

子 らは，家族単位 でアブラハムの血統に結び固め られ得 るとい

うこと，他の言葉 で言えば，組織 された神の永遠の家族 にな り
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得 る ということである。

今 日における教会 と教会の持つ神権 の組織な らびに活動が，

教会の保持す る鍵 に基づいているとい うことに何の疑問がある

だろうか。私たちの教会は， イスラエルの集合に可能 な限 り最'

大 限寄与 している伝道の教会 である。この教会は，家族 を土台

に した教会である。家族や個々の会員が天の王国における救い

を得 る備 えができるよう，その経済的，知的，霊的面での向上

に重 きを置いて自立 を図る教会である。この教会はまた，私た

ち自身 と，約束は受けているもののまだ救いの儀式にあずか っ

ていない無数 の天父の子 らのために，神殿 と系図の活動に積極

的に携わっている，教会 である。これは，霊界で行なわれてい

る大いなる伝道活動 をさらに意義あるものとす る業である。

この業に関 して私 はこれ まで何度 も聖書 を読んできたが， そ

の たびにパ ウロが コリン トの聖徒 たちに宛てた力強い質問に心
ロ へ 　

を打たれた。パ ウロはこっ記 している。

「そ うでない とすれば
，死者のためにバプテスマを受ける人

々は， なぜ それをするのだろうか。 もし死者が全 くよみが えら

ないとすれば，なぜ人々が死者のためにバプテスマを受けるの

か。 また，なんのために，わた したちはいつ も危険 を冒 してい

るのか咽(1コ リント15：29-30)

私 は，パウロのこの最後の質問に非常に考えさせ られた。世

の人々が危険を冒しているというのはどういうことだろうか。

それは，家族や親しい人々な くして彼 らは救われない とい うこ

とである。彼らは，福音 を進んで受け入れようと，あるいは拒・

もうと，福音が伝 えられて選択の機会が与えられるまでは，危

険 を冒している状態にある。また伝道活動について も，私たち

もまた危険 を冒しているごどになるのである。

同時に，教会員である私たちは，神殿活動に携 わらなければ

危険を冒 していることになる。私たちの時間の大半が 日常生活

の雑事に取 られて しまうことはもちろんであるが， この重大 な

時期 に王国の会員 として名 を連 らねている人々は， もっと多 く

の時間と努力をこの大切 なみ業のために捧げるよう努めなけれ

ばな らない。

霊界とその後の世界に関するこれらの永遠の事柄は，救 い主

が十字架におかか りになった時，心 にかけてお られたこ とであ

った。そのことは，悔い改めた盗人に向・かって言われた主の言

葉の中に表われている。この言葉は多 くの人々を混乱 させてき

た。

「十字架にかけ られた犯罪人のひ とりが， 『あなたはキ リス

トではないか。それなら， 自分 を救い，またわれわれ も救って

み よ』 と， イエスに悪 口を言いつづけた。

もうひとりは，それ をたしなめて言った， 『お まえは同じ刑

を受けていなが ら，神 を恐れないのか。

お互は自分のや った事のむ くいを受けているのだか ら， こう

なったのは当然だ。 しか し， このかたは何 も悪 いことをしたの

ではない』。

そして言った， 『イエスよ，あなたが御国の権威をもってお

いでになる時には，わたしを思い出 して くだ さい』。

イエスは言われた， 『よく言ってお くが，あなたはきょう，

わたしと一緒にパ ラダイスにいるであろう』。」(ル カ23：39-

43)

これ はどういう意味だろうか。全 く文字通 りの意味である。

時が過 ぎ，3人 に死が訪れる。そ して彼 らは別の世界に行 く。



しかし 「あなたは きょう，わたしと一緒にパラダイスにいるで

あろ う」 とい うことである。

皆 さんは，ひ とりの女が救い主の葬 られた墓に行 った時，そ

こに救い主がおられなかったことを覚 えてお られるであろう。

救い主は園で彼女に会い， こう言われた。 「わたしに さわって

はいけない。わたしは， まだ父のみ もと(天)に 上 っていない

のだか ら。……わた しは，わたしの父 またあなたがたの父であ

って，わたしの神 またあなたがたの神であられるかたのみもと

へ上って行 くd(ヨ ハネ20：17)救 い主は， まだ天の御父に会

っておられなかったのである。従って，救 い主は，私たちが考

えている天に直接行かれたのではなか った。 どこか他の場所に

行かれたのである。

その後，ペテロは，救い主がどこに，何のために行かれたか

について次のように説明 している。

「キ リス トも
，あなたがたを神に近づけようとして， 自らは

義 なるかたであるのに，不義なる人々のために， ひとたび罪の

ゆえに死なれた。ただ し，肉においては殺 されたが，霊におい

ては生か されたのである。

こうして，彼は獄に捕われている霊 どもの ところへ下 って行

き，宣べ伝えることをされた。……

死人にさえ福音が宣べ伝え られたのは，彼らは肉においては

人間 として さばきを受けるが，霊においては神に従 って生 きる

ようになるためであるd(1ペ テ ロ3：18-19;4：6)

主 は，彼 らが罪 を悔い改め，態度や生活 を変 え，霊において

神に従 って生 きることができるように，その機会を備えられた

のであった。そうした霊が どれほ どの数 にのぼるのか，私たち

にはわか らない。 しか し，多 くの人々が戦争や疫病，様々な事

故で亡 くなってい、ることは知っている。 また，霊界は，アメリ

カの独立宣言の署名者たちが待 っていた ように，私たちが仕事

に とりかかるの を待っている霊 たちで一杯であることを知 って

いる。独立宣言の署名者たちは， ウィルフォー ド・ウッ ドラフ

大管長に「なぜ あなた方は私たちを待たせ てお くのですか」と尋

ねた。 これは私たちの民が私 たちに問 うている言葉で もある。

祖父母や曽祖父母な ど，私たちの先祖については どうだろう

か。彼 らは私 たちのことをどう思 っているだろうか。私たちは

彼 らの子孫であ り，彼 らの神殿の業 を行な う責任 を負っている。

しかも，美しい主の神殿 はいつ も建 っている。 しか し神殿がい

つも私 たちの姿で満ちあふれていることはない。私たちには避

けることのできない重大な責任がある。 もしこの大切 な仕事 を

行 なわなければ，私たちは危険にさらされるだろう。

私は，聖徒たちが神殿で行なわれる業の素晴らしさをすバて

現実の もの として理解す るように願っている。神殿の仕事はこ

の世で行なわれるものであ り，私 たちを別の よりよい世 界に備

えさせ て くれるものである。

神殿は，生者 と死者に関する聖 なる儀式を行 なうところであ

る。資格 ある教会員はできる限りしばしば神殿に行 って， この

大切 なみ業に携わるようにすべ きである。神殿で行 なわれる儀

式のひとつにエ ンダウメン トがある。この儀式は，前世 の存在

か らこの地上での経験， さらに昇栄に至 るまでの男性 と女性の

永遠の旅 に関す る一連の教 えか ら成 っている。

ブ リガム ・ヤ ングはエンダウメン トについて，次のように述

べている。

「定義 を簡潔に申し上 げよう。あなたに とってエンダウメン

トとは，主の宮居において， あなたが この世 を去 った後，番

人 として立 ってい る天使 た ちの前 を通 り過 ぎ，……昇栄 を得

られるようにす るに必要 なすべての儀式 を受けることであるd

(.腕SCO解sesげ.Bγ ∫8んαηyoπ ηg「ブ リガム ・ヤング説教集」

P.416)

エ ン ダウメン トを初め，神殿で行 なわれ る儀式はすべて神聖

である。従 って，神殿に入 り，儀式を受けようとす る人は， よ

く準備 して 自らをふ さわ しい状態に整 えなければならない。教

会 に改宗 した人は，バ プテスマを受けて間もな く，神殿に行 き

たいという気持ちを強 く抱 くことが よくある。しかし，彼 らの

思 いを永遠の事柄に向け るには時間がかかるし，その生活 を整

えて神殿に入るにふ さわしい状態に まで高め るのにも時間 を要

する。従 って，私 たちはステーキ部長 と監督に，彼らが福音に

おいて十分に成長す るまで，神殿に行 ってエ ンダウメン トを受

け ることを推薦 しないように勧告 している。 また，新 しい改宗

者はこれらの儀式 と祝福 を受け るに先立ち，バプテスマを受け

てか ら少な くとも1年 間， そのための備えをしなければな らな

い という方針 を定めている。私たちはまた，神殿がふ さわしく

ない行ないによって汚されることがないように配慮 している。

どの神殿に も， 「主の宮居 価 εLord'sんo鰐e)」 という言葉

が掲 げ られて いる。神殿 は主 の宮居 であ り， 私た ちは主の

鞭 繍 論繍 謙'・

.灘

樋盤
愈 灘 灘
.蕪

試 ・ 輩

藝 騨騨

灘
、瀞
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宮居に入る時，主の客 としそ入る。従って，私たちはできるだ

け主の宮居 を神聖に，また清潔に保 たなければならない。

古代の神殿の中には，外部の人々の手で汚されたものが幾つ

かある。そのひ とつはソロモン神殿で，権威のない人々が神殿

に入ったため汚されてしまった。彼 らは神殿の貴重な宝物 を奪

い，異教の地へ運び去 って，偶像崇拝のために使 った。`しか し，

神聖な場所を汚す可能性があるのは，外部の人々の行ないだけ

ではない。

聖なる神殿はまた，教会員がふ さわ しくない状態，つ まり受

ける準備ができていなかった り，神殿内 で交 わす誓約を守って

いこうとす る意志 もない状態で神殿に行 き，誓約 を交わす こと

によって も汚 され る。神殿に行 って，神殿の聖なる原則を軽視

す る人々は，神殿 を汚 しているのである。 また，悔い改め をし

て自分がふさわしい者であることを十分 に証明することなしに，

聖 なる儀式を受け る人々は，神殿の神聖 を汚 し，聖なる場所 を

汚していることになる。

全力を尽 くして守るという真剣で純粋 な意志のないまま約束

をし，誓約 を交わす と，聖なる神殿は汚される。主の神殿に入

るための推薦状 を受け ることはもちろん大切 だが，それと共に，

清 く汚れgな い，悔 いる精神 を持 たなければならないのである。

私 たちは扉 を開けて主の宮居に入る時， ワシン トン神殿につい

て述べ られた次の言葉 を思い出すことがで きよう。

神殿に入る時は，黄金の床に足を踏み入れるような気持 ちで，

また，まわ りの宝石 をち りばめた壁が，無限の富であるかの

ような気持 ちで，

火の衣をまとった聖歌隊が歌 っているような気持ちで入 りな

さい。

叫び声をあげるこ とも駆けることもしてはな らない，静かに

していなさい，

ここには神がおられるのだか ら。

(Wo掘 εo/Lガe「 生命の言葉」 より)

私 たちの中には，1分 ，1時 間，1日 ，1週 間，あるいは1

年 間，何か を待 ちこがれた経験のある人がいることだろう。皆

さんは，私たちの先祖がどんな思いでいるか想像で きるだろう

か。先祖は，数十年，数百年間， 自分 たちのために神殿の業が

行 なわれるのを心待 ちに しているのである。私は先祖 たちの こ

とを想像 してみた。彼 らは，子孫 であ り地上における主の教会

の会員である私たちが義務 を果たすのをひたす ら待っている。

また，来世で彼 らに会 う時，私たちが地上 において忠実でなか

ったために，彼 らにとって必要な儀式を行 なう機会を逸 して し

まったという事実を知ることは， どんなにか恐ろしいことだろ

うと思 った。

この数ヵ月間に，私は幾つかの神殿の再献堂式に出席す る特

権にあずか った。恐 らく主は，私 たちが神殿に座 して， 自分た

ちのなすべ きことを深 く思いめ ぐらすことができるように，そ

、のホうな再献堂式を行なうことを許 して下 さるのであろう。こ

うした経験かち，私は極めて大切 な業のために引き続 き全力 を

尽 くそ う，そ して人々にも同じように勧めようと決心 している。

最近私は，死者のための業につ いての私の考えを皆 さんにお ・

話 しなければならない と強 く感 じて きた。 とい うのは，死者に

対する業 も伝道活動 と同じように急務 であると感 じているか ら

である。死者に対す る業 も伝道活動 も基本的にはひ とつであ り，

同じものである。私が知 っている限 りでは， この神権時代の ど
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の時期 にも，今のように時 を同 じくして4つ の神殿 を計画，建

設 し，また別の神殿 を改装，・再献堂 したことはなかった。その

こ とで，私は教会幹部の兄弟 たちにこう言った。 「私の心には

いつ もこの業のこ とがあ ります。この業 を推 し進め ることは私 一

たちに課せ られた義務 だか らです司

神殿活動の重要性 を心に留め，すべての末 日聖徒の家族がそ

れぞれの子供部屋や居間に適当な大 きさの神殿の絵 を飾 り，そ

れらの美 しい建物の 目的 をしば しば思 い起こすことができるな

らば， どんなに素晴 らしいことであろ う。このようにすれば，

神殿結婚は今 よりもずっと多 くなるであろ う。子供たちは，い

つ も神殿 という目標を抱いて成長期 を送るか らである。私 は聖

徒 たちにこのことをお勧めす る。子供部屋や居間のマ ン トルピ

ー スの上に神殿の絵を飾ることは
，大 した費用 もかか らず，神

殿 とその意義について家庭の夕べで考 えた り話 し合った りす る

時，成長 しつつある幼い子供たちの物の考 え方を良い方向へ導

くのに確実に役立つのである。

神殿活動 は主のみ業であ り，私たちは主か らこれ を与えられ

たのである。 このみ業 を推 し進め ることは，私 たちの責任 であ

り，喜びであり，特権 である。み業が速やかに前進す るよう，

私 たちは 自らとみ業をよく組織 しなければな らない。黙示録の

中で，忠実 で清い生活 を送 っていた人々が将来(私 たちにとっ

てもまだ先の ことである)，聖なる神殿で 日夜働 くのを見た。そ

の時には ノーブー神殿の時代のように，神殿に入る人々の列が

延々 と続 くであろう。祖 父の ヒーバー ・C・ キンボールは， 日

記に，1846年 の2月 も末の頃，人々は昼夜の別 な く 「夜を 日に

継 ぐように」 ノーブー神殿に入った と記 しでいる。祖父はまた，

ブ リガム兄弟や ウィラー ド兄弟が次か ら次へ と人々を連れて神

殿に入ったと書 いている。当時，忠実な聖徒 たちは神殿で与え

られる多くの祝福 と儀試 を受けることを切望 していたので，平

原 を渡 る前の最後のわずかの時間 をさいて神殿に参入 したので

あった。今 日の私たちも，当時の人々 と同じ熱意 と望みをもっ

て行動 を起 こす ことが必要である。

私たちは教会員に，聖 なる家族の記録 を順次作成することに

よ り，子孫の心 をその先祖に向け る業 を推進す るよう奨励 して

きた。それらの記録は，特に 「われらの死者の記録 を載せたる

一冊の書〕(教 義 と聖約128：24)を 含 めて
，マ ラキに よって言

われた主の聖なる神殿に捧 ぐべ き 「義 しきに適 う捧物」(教 義

と聖約128：24)と な るのである。私たちはそれ らの記録な くし

て主の来た りたもう日を待ちもうけ ることはできない。

私 たちはまた教会の家族の方々に，家族 を組織 して伝道や福

祉，家庭 内での教育，神殿および系図に関する責任 をよ り積極

的に遂行 し，将来に向けて生活 を整 えるように求めて きた。祖

父のヒーバー ・C・ キンボールの最後の公の話は，すべての男

性 がその家 を秩序正 しくす る時は来ているという意味の話であ

ったことを思い出す。

予言者ジョセブ ・ス ミスは次のように語っている。

「兄弟よ
， われらまことに偉なる大義に向って進 まざらんや。

進み行 きて退 くことなかれ。奮い起てよ，兄弟たち。進み進み

て勝利に至れ。汝ら喜べ大いに喜べ よd(教 義 と聖約128：22)

この 大いなる時満 ちたる神権時代において，主の教会の会員

であるすべての人々に私が願 うことは，永遠の報 いを危 うくす

ることのないようこの偉大なみ業 を心か ら推 し進めてほしいと

い うことである。



王 国 の 記 録

シ ミ ー ・B・ ハ ー カ ー

家族の歴史 をどの ように記すか

10数 年前・私は美 しい花嫁衣装に身 を包んだ妻の手 を取
って，ソル トレー ク神殿の聖壇 にひざまず き，今 も永

世 にもわたる結び固めの儀式 を受けた。その結び固めの儀

式において与えられた約束が どのような効力を持つ もので

あるか を，私は今，当時よりもさらにはっきりと理解す る

ことができる。

その日，新 しい王国である私たちの永遠の家族の礎石が

据えられた。そして年が経つにつれて，私は 自分の名の下

に築かれている王国の大切 さを少しずつ理解す るようにな

った。また神殿の聖壇 を前に，祝福の約束 と共に， 「自分

の王国」の記録 をつけ，保管する責任が神か ら与 えられた

こともわかるようになった。

記録 をつけることは，すべての神の王国，すなわち中央

の教会 と地方の教会， また特に各家族にとって非常に大切

である。この神権時代の初めに，予言者 ジョセブ ・ス ミス

が記録をつけることの重要性 を痛感 していたことが，次の

言葉か らわかる。

「ジョセブ ・ス ミス ・ジュニア大管長は祈 りの後で評議

会の会員を前に次のように語った。 『耳の痛い話ではある

が，皆さんに大切 な事柄 をお話したい。私は経験からある
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大切 な事柄を学んだが， そのことを思い出すたびに，深い

悲しみに襲われる。 もしもこの業が始め られてか らの教義

と義務に関す る重要な決定の記録 をすべて持っていた とし

たならば，私は黄金 を山と積 まれて もそれを人手に渡す よ

うなことは決して しないであろう。にもかかわらず私たち

は，後の代のために価値がない と思い込んで， これ らのこ

とを記録す ることを怠ってきたd(Tε αc庖ηgsoブ 孟んε

Propんε診JosεpんS而 抗 「予言者ジョセブ ・ス ミスの教え」

P.72)

教会が王国の業に関 してその記録 をつけることは，明ら

かに必要なことである。一方，私たち自身の王国の記録 を

つけ ることに関 して， ジ ョン ・A・ ウィッツォー長老は

次のように記録 している。「この記録 を家族の聖壇の礎石 と

して備 え，家族全員がこれを知って，活用できるようにす

べ きである。子供 たちが成長 して，やがてそれぞれの家族

を持つようになった時，彼 らが最初 に持つべきものは自分

の家族の記録である。そしてこの記録を生涯書 き続けて家

族の記録 とす る。同じ記録が二重に作成 されて も別に差 し

つかえない。先祖 に関する話や彼らの名前，生きていた頃

の世の中の様子，お よび彼 らの生活や業績の記録が手元に

あって しばしば活用できる ということは，私たちに とって

喜びであると同時に，霊感 と力の源でもある。私たちはそ

れぞれ 自分の記録 をつける責任があり，その責任 を完 うし

なければならないのであるd(Cん 脚cん1Vε螂 「チャーチニ

ューズ」1943年10月31日 付)

ウィッツォー長老やその他の主の僕たちが提案 している

この種の記録は，賢明な両.、 ， って その 供

孫 を教え建 賞1に 効な着具 となる。しか しどのような記ト　
録 をどの ように して残 した ら いのだ ろ うか 。

ほ とん どの 人は，個 人の記録，家族 の記録，覚 えの書，

日記， 貴重 な体験 の記録，財 政記録 な ど，各種 の記録 につ

いて これ まで耳 に したこ とが ある と思 う。 しか し正 しい見

通 しがな い と， 量が 多いの で負担 に感 じる ことだ ろ う。

1..'一 ・ ・'"一 ル 鱗1会 の青 少

年 に対 して， 日記 をつ け るこ との大切 さを強調 してい る。

大 管長 は， 日記に どの よう，な事柄 を記すべ きか を念入 りに

遡 し・次のよ'ナ 　

k

、口o

「日記帳か ノー トを手に入れ， 日常の出来事 を記録 しな

さい。そしていつまでもそれを保存しておきなさい。恐 ら

く天使たちはあなたの記録を読み，永遠にそれを活用する

ことであろう。きょうからこれを始めなさい。あなたが訪

問した時の経験，あなたの家 を訪れた人，深 く考えている

こと，成功 と失敗，交際している人々，心に感 じているこ

と，証を記録 しなさい。救い主は，大切な出来事 を記録 し

ない.人々 を罰したもうことを忘、れないでいただきたい。　　 　 へ
処ラー3参 照)
2.日 記は，私奉ちの生活を記録するひ とつの手段 にす

ぎない。昨年および今年 の第2四 半期ステーキ部大会にお
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いて，もうひとつの記録，すなわち個人の歴史をつけるこ

との大切 さが強調された。多 くの人が，両親，祖父，曽祖

父などに関す る資料 を探 し求めているが，一般には世代が

離れれば離れるほどその人々の生活に関する情報は得に く一

いようである。私たちは子孫に同 じ挫折感を味わわせてよ

いものだろうか。

子孫に同じ誤ちを犯 させてもよいものだろうか。福音に

対する私たちの証や，その証 を得るに至った出来事につい

て，子孫に伝 えたいとは思わないだろうか。

私たちはすでに，個人の歴史を編 さんするのに必要な多

くの情報 を得ている。すなわち，日記や年間計画表，歴史記

録 または個人の記録，スクラップブック，写真，録音テー

プ，教会活動 の記録，手紙など，数 多くの資料か ら情報を

入手す ることができる。今私 たちが行なわなければならな

いのはただ，これらの資料 を系統立て，人生における重要

な出来事，特に子孫を教えるのに役立つ出来事 を要約した，

個 人の歴史記録 を作成す ることである。現在までの個 人の

歴史が完成 したら，あとはそれを読み直し，定期的(2，3

年 ごと)に 最新の情報 を記入す るようにすればよい。

中には書 くことが不得手で，書 くよ りはテープに収めた

方がたやすいという人もあるだろう。この場合}子1ま，後で 、

子供や伴侶や，その他だれかに，収録 した ものを書き取っ

て もらうようにすればよい。

個 の歴 つき 来 照 ・出す こめの効果的な
・/＼ _一 ～

方法がある。まず小 さなカー ドをた くさん用意 して，各カ
ー ドに誕生から現在 までの自分の年齢を順に記入し，それ

を2週 間ほど持ち歩 く。そして何か を思い出す度に，該当

す る年齢のカー ドにその出来事 を書 き留めるという方法で

ある。時には何歳の時のことかはっきり思い出せ ない場合

もあるが，そのような時には 「学齢前」とか「小学校時代」

とか，該当する期間に分類 して記 してお く。こうして準備

したカー ドに基づいて個人の歴史を作成す るのである。

家族 を組織立て，先祖についてさらに多 くの事柄がわか

って くるど，その先祖の体験 した事柄の一部 を家族の歴史

に入れたいと思 うだろう。これにはいろいろな方法がある。

家族の歴史の中に加 える方法，あるいは各個人の歴史 とし

て家族の覚 えの書に入れる方法など。なおこれらの歴史は，

族がそれぞれ個人の歴史を作成する時に参照できるよう

にする。また，家族の記録の編さんは全員が協力 して行な

うようにする。

31長 い間，覚 えの書は家族の歴史であると言われて き

旋 。さらに系図表，家族の記録，および個人の記録 をまと

めて覚えの書 とする'， 塁 れ ・ 系譜 を調べ，

ま脚 … の名前を提出する際に これらの記録

は鯉 でみゃがレしかしこれらが古代のL覚えの書」

の意 る"△'・ 雪 えナb「

モーセ6：5-6に は 次の ように記 されて いる。

「ここに一部 の覚 えの書誌 さ る
， その中 に誌 す ところは



アダムの言葉にてなり。そは霊感の 『みたま』によりて書

き誌すために，神を呼び求めたる者にみな与えられたれば

なり。

この者たちによ りて，その子供たちは読み書きを教 えら

れ，その言葉は清 くして汚れなか りきd

「アダムの時代に神 を呼び求めた」人々は，子供たちに

読み書きを教 えたが，彼 らはその責任 を果たすために，霊

感の 「みたま」によって書 き記されたものを用いていたよ

うである。しか し，表を用いただけでは，この責任 を完 う

す ることができなかったのではないだろうか。当時の覚え

の書には，現在私たちが書 き入れている以上の事柄が盛 り

込まれていたに違いない。

家族の歴史の一環 として，私たちは，神が家族一人一人

にどのように手 を差 し伸べてこられたか を，霊感の 「みた

ま」によって記した記録 として書 き留めなければならない。標

準聖典に見られる真理 を証するもの として，家族各人の得

た体験 を活用 しなが ら，啓示，什分の一，断食，祈 りなど，

偉大な福音の原則を家族に教える時に，家族の記録が人生

にどれほどの影響を及ぼすか，想像 してみていただ きたい。

また，これ らの神聖な家族の記録 を，家庭の夕べやそのほ

か福音の真理 を具体的に教える場で多々利用できることも

心に留めていただきたい。

私たち家族は，3穴 のバインダーに，以下の項 目から成 』

る直系家族の神聖な経験 を記録 したものをファイルして1い…一 一 一㌔_/～ ∫)一 ＼…/、!へ')へ/

る 。

1).家 族一人一天の祝福文
、 ・Y

汁珍.教 会のいういうな責任に任命 された時に与えられた祝
ヘ ダ

福 を要約 した記録
∵3 .病 気や その他，助けの必要な時に与えられた祝福 を要

約 した記録

4.幼 児の祝福，確認， または神権への聖任の際に与えら

嚥 た祝福 を要約 した記録与
・バプテスマやそのほか・重要な出来事 に際して受けた

、1難翻 窪膿 隔 経続録
子供 たちはいずれもこの記録を非常 に大切に し， しばし

ば これを読んでいる。また私たちは，必要であると感 じた

ら，いつでも家庭の夕べでこの記録 を利用 している。例え

ば，昨秋バプテスマを受ける準備 をしていた娘のケ リーの

最 も大 きな助け となったのは，3年 半前にバプテスマを受

けた姉のジェイ ミーの記録であった。私たちは彼女の経験

を引き合いに出して， どのような準備 をすれ ば よいかをケ

リー7に教 えることができた。ジェイミー●の記録に啓発され

一たケリー も，バプテスマの時に受けた気持 ちを記録 に残 し

たのであった。

私は高等評議員に任命された時， クレランス ・D・ サ ミ

ュエルソンステーキ部長か ら特別な祝福 をいただいた。そ.

こで私 と妻は任命後，思い出す限 りの祝福の言葉を書き留

めておいた。そのかいあって，その後長い間，ステ}キ 部

長から与えられた約束を記憶に留めることができ， またそ

の約束の多 くが成就 したことを皆さんにお伝 えしたい。

写真，スクラップブック，手芸品，家具，その他の記念

品は，私たち自身の，あるいは私 たちの先祖の体験した神

聖 な出来事 を思い起こす貴重な品々と言えよう。これ らの

品々 を見て貴重な出来事 を思い出したならば，それ もまた

家族の記録に書 き留めてお くべ きである。

記録の方法は様々であ り，その形式もいろいろある。 し

か し，記録は人が考えるほど面倒ではない。従って，主は

予言者 を通 じて私たちに，人生における重要な出来事 を記

録す るよう命 じられたのである。主はモルモン経の予言者，

特にニーファイを通 して記録の形式を明らかに しておられ

る。1ニ ーファイ9：2-3に は次のように記されている。

「さて，私が前にこの版について話 をしたように，これ

は私の民の歴史を完全に書 き記す版ではない。……

しか もなお，私は私の民の教務 について記事 を彫 り書 く

特別な目的でこの版 をつ くれと言 う主の命令 を受けている。

またほかの版には諸々の王の治世 と，わが民の戦争，不

和の記事 を彫 り書けと命 じたもうたから，この版は大体教

務 について話し，ほかの版は大体諸々の王の治世 とわが民

あ戦争，不和について記すつもりであるd

ニーファイが小版に霊的な経験 を記し，大版にその他の

あ らゆる事柄を記したように，私たちも記録 を分類するこ

とを考 えるならば， どの記録をどこに記すべ きか脅賢明に

判断することができるであろう。

家族の長である私たちは，以下の事柄 を考慮 し，王国の

記録 として何 をどの ように記すべ きか判断する必要がある。

1.子 孫にとって最 も大切 な事柄は何か。

2こ の記録が人生にとって重要なものであることを子孫

に印象づけるためには， どのような形式にしたらよい

か。

3記 録を集める場合， 自分ひ とりの力でどの程度 までで

きるか。

4私 の王国は神の王国 を小規模にしたものであることを
騒考えた場合

，主の記録にならって 自分の記録 をつける

ことは， どの程度大切なことだろうか。

5'主 は私に何 を望んでおられるか。私は，天父が御 自身

の王国の初めからの記録を必ず持っておられると信 じ

ている。私 もまた，天父にならって，今 も永世にもわ

たる子孫のために， 自分の王国の初めからの記録 を残

して彼 らに伝 えたい と願っている。

(ジ ミー ・B・ パーカー 教会系図部資料担当主任 を務め る

傍 ら，ユ タ州バウンテフル ・ウエス トステーキ部バウンテフル

第5ワ ー ド部アロン神権ディレクターの責任にある。)!
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個 入 の 歴 史
十二使徒評議員会会員 ボ イ ド ・K・ バ ッカ ー

図探求は，全力を注 ぐ人もいれば，他方全 く怠る人 も
系 いるというように

，人の気持 を大きに 分するものの

ようである。 しか し系図探求は，すべての末日聖徒に与え

られた責任である。従って私たちは，他にいかなる召しや
'責任 を受けていても

，系図探求の責任 を立派に果たすこと

ができるのである。

末 日聖徒 は復活を信 じている。また，生者の場合 と同様，

死者にもバプテスマが必要であることを知 っているはずで

ある。生者 と死者のいずれに とっても，バプテスマの大切

さに変わ りはない。さらに，バプテスマはひ とりずつ， し

かもこの世で受けなければならない。従って死者のために

は，生者がこの世 で身代 りに受けることになる。

新約聖書の中心テーマは主の復活であ り，万人が復活す

ることを私たちに教えて くれ る。従って，この世に住む人

々への伝道活動に関す る聖句や言葉はすべて，死者のため

の儀式を施す業に も適用され るのである。

この業 を行な うにはひ とつの方法があ り，また始める場

所がある。それはあなたか ら始めることである。あなた自

身のことと， あなたが現在持 っているものか ら始めること

である。大切なのは，まず始めることである。何から始め

た らよいかわか らなければ，あなた自身のことから始めな

さい。.何をどのように記録すればよいかわか らなければ，

あなたの持 っているものか ら始めなさい。自分の生涯につ

いて書 くのは大 して時間 を要 しないし，記録が手元にある

ので正確に書けることだろう。
一度書 き始めると

，興味がつの り，楽しくなるものであ

る。

かつて私たち夫婦は話し合って，種々ある記録の整理 を

行なうことに した。しか し，私は教会の責任上，世界各地

を旅行 しなければならず， また大勢の家族に対する責任 と，

家の内外の片付けの仕事 をかかえ，あまり時間の取れない

状態にあった。そのことで私たちの心は安まらなかった。

そこで，もっと時間を生み出すようにしようと，夫婦で話

し合 ったのである。

クリスマス休暇の時，私 たちは少し時間を取ることがで

きた。それで，記録の整理 を始めた。その後，休暇 を終え

て平常のスケジ『ユールに戻ってから，私たちは毎朝1，2時

間早 く起 きることに した。

私たちは家中の記録 という記録 をすべて集め，整理 を始

めた。すると驚いたことた，数週間で考えてもみなかったほ

ど多くのことができたのである。しか し，その中で特 に印

象深かったのは，その間にいろいろな経験 をしたことであ

るb私 たちは導 きを得， また幕のかなたに，私たちの行な

っていることに関心を持っている方々のいることを知 った。

こうして万事が順調 に進んだのである。

各地の教会 を訪れ，特にこのことに関して様々な話を聞

いたことで，私の証 はますます強 くなってきた。他に も，

自分の記録を集めて私 と同 じような経験 をしている人が大

勢 いる。あたか も私 たちがこの業 を始めるのを，主が待っ

ておられるかのように。

私たちは長い間捜 していた写真や記録や記事 を見つける

ことができた。しか も，案外容易に手に入ったのである。

そればか りでな く，全 く予期せずにいろいろなものが見つ

かった。家族のこの探求が神の霊感によるものであること

を，私たちは自らの体験によって知ることができた。また，

霊感は行動 を起 こす者に与えられることをも知 ったのであ

る。大切 なのは，まず始めることである。

いったん始めると，時間が とれた。しか も，他のすべて

の責任を果たすことがで きたのである。その業のために私

たち夫婦は多 くの霊感 をいただいて生活することができた

のであった。

決心するのは私たちである。主は私たちの自由意志 を無

視されない。系図 と神殿活動について証 を得たければ，何

か行動 を起こさなければな らないのである。

この業 を始めれば，主はあなたを祝福 して下 さるであろ

う。私たちの場合がそ うであった。私たちの現状を踏 まえ

て，私たちの持っていた ものから始めようと決心した時か

ら，数多くのものが手に入った。私たちは系図探求の専門

家ではないが，家族のために時間をさいてこの業を遂行す

るのである。私たちがそれぞれ 自分の現状 を踏まえて，今

持 っている記録か ら始め，それを整理するならば，必要な

ものが備えられるであろう。これが私の証である。

謀 ∫熱 。 蕩 勇'　 『!.'霧 ≒ヂ影
参 一 一7
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1975年10月 扶 助'協会大会 における説教

どの女性にも扶助協会が必要である

マ ーク ・E・ ビータ ーセ ン長 老

一 の世は恐るべ き勢いで力を増 して
一
いる。それは背徳や腐敗に限った

ことではない。今や福音 を受け入れ，

実践する私たちに対抗 して，世の思想

やイデオロギーが多 くの人々の心を捕

らえつつある。

私たちは，教会指導者の控 え目な勧

告 よりも世間の知恵をあまりに受け入

れがちである。

今 こそ私たちは，神が人生の指針 と

しての福音 を回復 して下 さったことを

心に とめなければならない。福音が教

える生き方 とは， とりもなおさず神の

生 き方なのである。

予言者ジョセブ ・ス ミスが教会を組

織設立 した時に，女性の組織である扶

助協会が含められた。私たちはそのこ

との意義 を認識 しているだろうか。

偉大な回復者ジョセブ ・ス ミスの手

によって， 回復された教会の一部 とな

った扶助協会は，教会の形成期にノニ

ブーで教会の婦人たちに与 えられた組

織であ筍。それは緊迫 した必要に応え

ることを目的とし， しか も後世 まで続

くように意図されたもので，特定の目

標 を持っていた。例に取れば，

1.す べての末 日聖徒の向上をはか

る。

2.堅 固な家庭 を築 く。

3、 夫婦の絆 を堅固なもの とす る。

4.末 日聖徒の子女の育成への援助

をする。

5.愛 の奉仕 を通 じて黄金律 を実践

す る。.

6.教 会員社会 を強化 し近隣社会へ

.貢 献する。

7.各 自の問題克服 を目指す姉妹 た

ちを教育する。

8.広 く豊かな生活 を求めて純文学

その他文化 を鑑賞する。

9.妻 ，母 として神 と共に働 くとい

う神聖な務めを認識す る。

10.モ ルモン女性は男尊女卑社会の

中の劣等階級市民ではないこと，

すなわち何 ら制 限を受けず，従

って世界の大路に解放 を求める

必要のないことを認識する。

この扶助協会は，教会の女性たちに

霊感によって神か ら与えられた組織で

ある。そうであれば，末 日聖徒の女性
一人一人にこの組織が必要でないとい

う理由があるだろうか。モルモンの女

性のだれが，扶助協会に対 して 「私に

は必要ない」 と言えるだろうか。

扶助協会は，末 日聖徒のあらゆる女

性の幸せに欠 くことのできないもので

ある。いや それ どころか，扶助協会 を

抜きにしては末 日聖徒 のすべての家庭

の幸せはあ り得ない。そうでなければ，

なぜ全能の神が扶助協会 を近代の神の

王国を構成するひとつの要素 として加

えられたのだ ろっか。

扶助協会のプログラムは家庭全体の

利益 となるものである。家族全員が扶

助協会 を支援：し，姉妹たちが全員参加

できるように応援：していただきたい。

子供たちは母親に，扶助協会に出席 し

てより良い母親になることを学んでほ

しいと思うはずであり， またどこの父

親 も，，妻たちがこの優れた組織の一員

となることを真剣に望むはずである。

夫 たちは，家事が上手にな り，家庭の

雰囲気がもっとなごやかになり，家計

の切 り盛 りが うまくなるので都合が良

いか ら出席 してもらいたい と，少々勝

手ながら思 うことであろう。 しかし何

よりも父親たちは，扶助協会に出席す

ることによって，回復 された神の王国

の祝福の中で扶助協会 を通してしか得

られないものを家庭に持 ち帰ることが

で きるのだとい うことを考えて，出席

を・援：助 していただ きたい。夫や父親は

ひ とり残 らず，妻たちの扶助協会への

出席 を支援 しなければならない。それ

は各家庭にとって，それこそ 「欠かす

ことのできない」ことであるはずであ

る。

大勢の女性が扶助協会に出席 してい

ない。彼女たちは扶助協会で得 られる

機会 をまだ理解 していない。扶助協会

が，現代の女性たちが持 っているさま

ざまな問題 を克服 して行 くための助け

手 として存在することを，まだわかっ

ていないのである。

彼女たちは，回復 された福音の完全

な意味をまだ理解 していないであろう。

それは非常に残念なことである。なぜ

なら心か ら主に仕え，主の恵みを受け，

恵みによって平安 を得 ることができる

のはただこの福音 を通 じてだけだか ら

である。

扶助協会が主の御計画の一部である

こ とを忘れないように しようではない

か。

扶助協会の宣伝す る人にな りなさい。

そうすることにより，あなたは大勢の人

によってシオン山の救い手 となるであ

ろ う。神の 目か ら見て，人間はすべて

価値 ある存在である。家族 も同様であ

る。女性たちを扶助協会に誘 う時，そ

れは彼女たちの家族全貝に救いをもた

らすことに もなろう。

姉妹たち，人を救い，家族 を強 くす

る一手段 として，すべての女性を扶助

協会へ導 くことに努力 しようではない

か。
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暮

初めて知った母

ウ オ ンダ ・W・ バ ジ ヤ ー

母 は私がまだ 臓 の ときに亡 くなり・ どんなお母 さんか
知 りたい といっ思いがいつも胸 を離れませんでした。

特に十代の頃はそうでした，母が どんなことをしていて，

どんなふうにデー トをし， どんな服装 をしたのか， 日曜学

校で教えたことはあるか どうか(当 時 自分がその責任 を受

けていました)な どを知 りたい と思ったものでした。それ

で私は18歳 の時に，将来 自分の娘が18歳 になった時に私の

生活がわか るように，娘あての本を作 りました。

その後，結婚 して何年かたった時に，母方の祖父か ら1

冊の小さなノー トをもらいました。それは1917年 に高校 を

卒業 した時から始めた5ヵ 月分の母の日記でした。ようや

くのこと， まして人づてではな く，母 自身の考えや気持 を

～

_一 「'/

蓬誓

…

蕊

〃

羅

自分 の 目で読 んで知 るこ とは，噛どん なに感 激だ った こ とで

し ょう。母 が毎 日どん な生活 をして いたのか よ くわか りま

した。2年 前 に母(私 の祖 母)を 亡 ぐした母は， 家 中の掃

除，洗濯， 料理 をひ とりで き りも りしてい ま した。

で も， 時間 を見 つけ てその他 の こ ともしま した。5ヵ 月

で24本 も映画 を見て います 。デー トの こ ともわか りま した。`

グ レー トソル トレrク 湖 の岸辺 のサル テア リゾー トに行 く

のが楽 しみだ った こ と， 日曜 日の午後 はソル トレー ク ・シ

テ ィー の リバ テ ィー パー クを散 歩 したこ と，毎週 熱心 に 日

曜学校 で教 えたこ と。

それか ら1975年 の 秋 に，私 の い とこが カ リフォルニアか

ら叔母 のアルバ ム を持 ってや って きたの ですが， そ こに母

の写真が た くさん載 って い ました。私の願 いはか ない ま し

た。母 は どの写真 で もに っ こ り笑 って いま した。母 の服装

と言 えば，ベ ルベ ッ トの スカー トに リボンのブ ラウス(リ

ボ ンの縁飾 りです)，それ に， 花 をつ け たつ ばの広 い帽子 を

か ぶ って い ました。

その よ うな写真 を見て，母 の書 いた ノー トを何度 も読 み

返 す と，母 が とて も近 くにい るよ うな気持 にな ります 。今

度母 に会 うときには，遠 い人で はないだ ろ うと思 い ます 。

、 醗 昂 ・

!，

逢1

ゼ
塞
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祖父のプ レゼ ン ト

㌔'、

〕
ブル ース ・ライ マ ン ・ビ シ ョ ッ プ

目 を覚 ま したアルバ ー ト'ラ イマ ン と彼の父親 は・ 馬の
姿が見えないのに気づいた。ふたりは放牧 していた牛

を追って来たのだが，夜の内に，乗ってきた馬が逃げてし

まったのである。どの町からも150キ ロは離れている。歩いて

戻れるだけの食糧はないし，馬を捜すか平原で死ぬかのふ

たつにひとつだった。

若 くて元気だったアルバー トは，父を残 して馬捜 しに出

かけた。荒野を1日 半，馬の足跡 をたどって行ったが，の

どがか らからに渇 き，休 まずに歩 き続けたせ いで筋肉が痛

んだ。ぼろぼろになったしか革の靴は血でぺ ったりと足に

張 りつ いた。

アルバー トは くた くた に疲 れ，気 もす っか り くじけて し

まった。 そ して も う帰 ろ うと心に決 めた。

その とき， ふ と父の声が した よ うに思 った。「頑 張れ， ア

ルバ ー トd父 の声 はこ う言 って いるよ うに聞 こえた。 「子

供 で もお とな と同 じように立 派に で きるこ とが あ る。今何

が で きるか考 えてみ な さい。戻 れば 負けだ。 だが頑 張れば，

や れ るだけ の ことはや っ たこ とに なる。そ うす れば も う立

派 な一 人前 の男だ司

アルバー トは馬捜 しを続け た。一 足ご とに鋭 い痛 みが 走
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この素晴らしい人物の人柄が一層深くわかってきたのは，

祖父の書いた 日記を読むようになってからである。祖父の

息子にあたる父が祖父の 日記を読んで，こんなに苦労した

とは少レも知らなかった，素晴らしい経験を沢山している，

父は本当に立派な人だったと話すのを，私は聞いた。祖父

は 日記を通じて，私に福音の原則を説いている。彼は自分

の父親に抱く大きな愛を美 しく語り，見たことのない私ま .

で祖父の父を愛する気持になる。

る。こうしてとうとうその夜，彼は馬を見つけたのである。

彼が 自分の馬に乗 り，父の馬を引いてキャンプした所に

戻ると，父は道のかたわらの岩の上に立 って彼 を待ってい

た。アルバー トが馬に乗って近づ くと，父は岩からすべっ

て下 りた。そして2日 間の捜索の話 を聞きながら，アルバ

ー トの血に汚れた足を見，やつれた顔 をじっと見つめた。

それか ら父親はアルバー トを馬か ら下 ろし，足が地面に

つ くと痛むことを知って， 彼 を腕に抱 えて岩 の出っ張 り

にすわらせた。そのときの父の言葉はアルバー トの胸に焼

きついた。 「馬を連れ戻 したおまえの苦労の方が， クレイ

ビルに牛 を全部連れて帰れることより，父さんにはずっと

あ りがたいよd

アルバー ト・R・ ライマンは私の祖父である。この曾祖

父の言葉は，祖父の日記に書いてあったものである。私の

祖父は13歳 の時か ら日記を書 き始めた。最後の日付は93歳

で死ぬ数 日前である。

祖父が生きていた頃，訪ねて くると昔話や歌やお祈 りや

証をどっさり聞かせて くれた。祖父はユタ州のブランデン

グか らソル トレー ク ・シティーにやって来ては， うれ しそ

うな孫たちを見て目を細めていた。インディアンの英雄や

恐い無法者の話，『サ ンジュアンのメーサで迷子になった少

女を，お祈 りして捜 した開拓者の話， 自分の両親を愛 して

いることや，主 と福音を愛していることを，私たちに話 し

て聞かせて くれた。

しかしこの素晴 らしい人物の人柄が一層深 くわかってき

たのは，祖父の死後，祖父の書いた日記を読むようになっ

てか らである。祖父の息子にあたる父が祖父の 日記を読ん

で，こんなに苦労 した とは少しも知 らなかった，素晴 らし

い経験 を沢山している，父は本当に立派な人だったと話す

のを，私は聞いた。祖父は日記を通 じて，私に福音の原則

・を説いている。彼は自分の父親に抱 く大 きな愛を美 しく語

り，見たことのない私まで祖父の父を愛する気持になる。

彼はいつ も心の内をそのまま書いていた。気丈な人で，

不幸も彼にかかる とちょっとした障害でしかなかった。 日

記に， 「苦労 を嘆 くよ り，苦労か ら何 も学ばないことの方

を嘆 くがよい。苦労も貧乏も失望 も辛い仕事 もいっときだ

が，良きにつけ悪 しきにつけ，その影響はあ とあとまで残

る」 と書いている。

その信条が生涯で一番の試 しにあったのは，8歳 の息子

が事故で死んだ時だった。祖父はそれまでた くさんの葬式

で， 「人は不死不滅だと証 して，その証 で慰めを与えよう

とした」が，中には， 自分のことだったらああは言えない

だろうと思っている人たちがいた。，そのことを知 っでいた

彼は，そうした疑念に対してこう決心 した。r自 分が不幸

にあった時でも皆の前で証 を述べよう。そうすれば私の話

したことが本当だったとわか るだろうd

しか し自分の息子が死んだ時には，福音の計画を知 りな

が らもさすがに悲 しさがつのるらしく，こう書いている。

「心底悲 しかった。話すこともできないほどだった。ただ

泣 きたかったd

葬式で，彼は必死の思いで痛嬰の話の口を開いた。する

と 「はっきりした確信 を感 じ，霊界 の実在 と，，人が確 か

に不死不滅なことと，主が子 らになさることにはすべて正

しい目的があることを断言 した。一歩も引かぬ確信で話す

ことができて，私はつかの間で も悲嘆から喜悦に引 き上げ

られたd

祖父の堅い確信，家族に対する愛，救い主への献身は皆

日記に記録 されていて，時折私たちをも悲嘆から喜悦へ，

恐れか ら信仰へ引き上げて くれる。死んで久 しい今 も，祖

父の腕は自分が何年 も前に見つけた道を歩む私たちを導 い

て くれる。彼が 自分の力で見出 し，喜びの終着地まで進ん

だその道 を歩む私たちを。

祖父は死ぬ前に，次の世 に行けるのはうれ しい，父親が待

っていて自分 を腕に抱き，共に福音 を愛 して一緒に喜びの

涙 を流す ことを知っているから， と私 たちに言った。

そ して祖父はこう言った。 「次の世 でお前たちに会 える

ね。お前たちがこあ世 を離れる時にまたうれしい再会がで

きるんだd

来世で祖父 と会った ときに，天父の王国に入る資格がも

し自分にあったなら，いくらかそれは紙の上にインクで残

された祖父のあの日記のおかげであろう。そしてそれは，

私たちもこの世 を去 る時にi携えて行 くことのできる豊かな

遺産なのである。.
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そ の 日･ト ムは い らい らしなが らぶ た の番 を

してい ま した。一 日が何 と長 か った こ とで

し ょっ。 この仕事 を言 いつ け られた ときは うれ

しか ったの です 。 自分 が お となに なっ た よ うな

気 が して。 で もす ぐに さみ しさ を感 じる よ うに

な りま した。

き し

は じめ の うち,ト ム は 自分 が騎 士 に な り,て

が らをたてて英雄 にな る こ とを夢 見 ては楽 しん

で い ました。 しか し,か なわぬ夢 だ とわか る と,

そ う考 えるこ とに もあ きて きました。

トムは,死 ん だお父 さん と同 じよ うに,ル タ

ー ワー ス村 の牧 師館 の どれ いで した
。主 人が解

放 して くれ ない 限 り,死 ぬ まで働 か な ければ な
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小屋 に わ らを取 りに行 くと,監 督 者 の ジャ ッ

クが 馬のせ わ を して い ま した。見 なれ な い馬で

す 。｢だ れ の馬 ですかdト ムは たずね ま した。

｢ウ ィ ク リフ学 寮長様 のだ
。態 度 に気 をつ け

るん だな,し ば ら くお とま りにな るそ うだか ら。

そ うだ,ト ム,お っか さんが呼 んで いた ぞ。手

伝 って くれ ってd

､ト ムは ため い きをつ きなが ら,わ らを運 び ま

した。 これ で また仕 事 が ふ え るな。 それに して

も,大 学 で教 えてい るウ ィク リフ様が,ど うし

て こん な ところに住 むん だ ろ う?

台所 の戸 を開 け る と,暖 か い空気 とお い しそ

潮
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つけ て,羊 皮紙 を照 らしま した。 そ こには何 か

書 いてあ りました。 トムに は黒 い しみ に しか見

え ませ ん で したが,そ れが文字 であ る こ とは知

ってい ま した。 その とき｢イ エ ス｣と い う文 字

が 目に入 りま した。 この字 は,教 会 の キ リス ト

の像 に刻 まれ て いるの を何度 も見 て いた ので,

よ くわか ったの です 。

床 には羊皮紙 の切 れ は しが落 ちてい ま した。

トム はそれ を拾 い,｢イ エ ス｣と 何 度 も何 度 も

書 きました。ひ とつ 書 くた びに,ト ム の顔 はほ

ころび ま した。 あ ま り熱 中 して いたの で,ウ ィ

ク リフ様が 入 って来 たの に気づ きませ ん で した。

ですか ら,肩 ご しに｢じ ょ うず に書け たね｣と

言 われ た ときには び っ く りして しまい ま した。

トムは顔 をまっか に して,ど も りなが ら言 い

ま した。｢ご めん な さい。 ウ ィク リフ様,す ぐ

に火 をつけ ますd

トムが だん ろの方 に行 こ う とす る と,ウ ィク

リフ様 が トムの手 を取 りました。

｢君 の名 前 は?｣

｢ト ム･ブ リン トンですd

｢書 き方が わか らな い よ うだねd

｢え.え,ま ねて書 い てい ただけ ですd

｢読 み方 は知 って い るのか ね?｣

｢い いえd

この老 人は トムの悲 しそ うな顔 をのぞ きこん

で,こ う言 い ました。｢読 み書 きを勉 強 した く

は ないか なd

トムは老 人の しぼんだ 目を見 つめ なが ら答 え

ま した。｢え え,し たいです 。 で も,ぼ くはぶ
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た飼 い です 。す み ませ ん 。 もう行 か な くち ゃ。

遅 れ る と,主 人に打 たれ ますか らd

･｢私 が い っ し ょに行 って,主 人に別 のぶ た飼

い をさがす よ うに言 って あげ よ う。今 日か ら君

は村 の学 校で勉強 を始 め な さい。聖 書 を書 き写

す ため に大勢 の助 けが 必要 なん だ よd

ト。ムは お どろいて 言 い ました。｢で は,ぼ く
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日記をつけましょう

人々 とわか ち合 うこ との で きる経験 を,き ょ

うか ら 日言己につ け ま しょう。

予言者 ジ ョセ ブ･ス ミス をは じめ 多 くの教 会

指 導者が,日 記 をつ け る こ との大切 さを話 して

い ます 。

ウ ィル フォー ド･ウ ッ ドラフ大管長 は,1833

年 に教 会 員 となってか ら,1日1時 間 を,日 記 を

つ け る時間 にあ てて い ました。
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｢身 の まわ りの 出来事 を 日記 につ け るこ とに

よって,自 分 に も 自分 の子 孫 に も大 きな祝福 が

もた らされ る。子供 もお とな も毎 日 日記 をつけ

る ように｣と ウ ッ ドラ フ大 管長 は言 って い ます 。

日記 は特別 な出来事 だ け を記す ものでは あ り

ませ ん。次 に あげ る よ うな毎 日の何 で もない 出

来事,う れ しい こ と,か な しい こ とな ど を書 く

こ とが で きます。

きょ う,サ ッカー をした。

きょ う,学 校 で海 に住 む動 物 の映画 を見 た。

親友 の洋平 ちゃんが 引 っ こ して行 った。 また

あえ る とい いな。

さあ,今 日か ら始 め ま し ょう。 日記 をつ け る

こ とに よって信仰 や証 が 強 くな ります し,バ プ

テ スマ な どの福 音 の儀 式 を書 いてお くと,い つ

か きっ と役 に立つ ときが来 るで し ょう。
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直径2セ ンチ ど1.5

セ ンチ の 円 をそ れ ぞれ

4枚 切 り･ます 。 これ を

大小 交 互 に1列 に な ら

べ,1か ら8の 番 号 を.

うち ます 。.

とな り､合･った もの を

一 度 に2個 ずつ動 か し

て,小4個 と大4個 の

順 にな る よ うに,な ら

べ か えてみ ま し ょう。
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三 角形 は い くつ?

ヘ レ ン･R･サ トラ ー

C D

三 角形の数がいちばん多いのは どれでしょう。
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こ た え2と3を8の 右 に動 かす

5と6を2と3が あった ところ に動 かす.
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息 子 ：お父 さん，今 朝， ぼ く， メルケゼ デ ク神権 を受 け

る ことにつ いて監督 と話 をしたの 。そ して監督か ら， 神権

を持 つ とい うこ とは ど うい うこ とか ，お 父 さん とよ く話 し

合 うよ うに言 われた よ。

父 ：そ うか。 じゃ監督 に感謝 しな くちゃね。神権 はね，

お父 さんに とって とて も大切 な ものな んだ。前 に も神 権 に

つ いて何 度か話 し合 った こ とが あ るね。今 日は，何 か ら話

そ うか 。何か特 に質問 で もあ るか い。

息子 ：それ じゃ， ぼ くが神権 につ いて全 く何 も知 らない

父 と 息 子
神権についての対話

チ ョ ー ン シ ー ・C・ リ トル

〆'〆

翼

こ とに して よ。基 本的 な質問 をす るか ら， よ く理解 で きる

よ うに説明 して くれ ない。

父 ：いい とも。 じゃ最初 の質 問は。

息子 ：まず，神権 ってなあ に。

父 ：簡単 に 言う と，神 権 とは， イエ ス ・キ リス トの代理

人 として働 くために委任 され た権 威権能 だ。

息子 ：で も， ど うして イエ ス様 の代理 人なの。ぼ くた ち

は， 天のお父様 の代表 者 じゃないの。

父 ：全 人類 か父 なる神 の子供 た ちだ とい うこ とは，知 っ

闘誌

転

奮

奪

義

鞠擁

糠

伽 〆争

鱒 購 贈 一
， 毎 髪

誌啓
響

霧

乎 州 ∂形

解獲
簿}麹

醗雛鍛臨〆
襲 難 。ぐ'姦 ∫ 骸

禽つ

セ ゆ ノ
ザ か　　

一覇 鯵欝ご^卿

欝鑛～ヴタ
蓼 ・ 響 ・一 障 タノ 繍

撒 触 爵 蕩 翻

難 こま 冤萎
～ ・》.嚇

サウ　　 ゆ せ　ハヘウ

.黙 袖 曜 胤 泌 ㌃に にぷ ノ い

ケ ヰが ハ ア

鑛 馨織 、
身



て るね。

息子 ：うん。 そ してイエ ス様 もそのひ と りで しょ。

父 ：その通 りだ 。 しか し救 い主 には我々 と異な って い る

こ とが ある。 人が皆 ，天の お父様 と一 緒に住 んでいた頃，

主 は私 たちの長兄 だったん だ よ。 そこで，主 は非常に特殊

な責任 を与 えられたんだ。つ ま り，天 父に選 ばれて， この

地球 を組織 し，天 父の他 の子供 たち を住 まわせ， 治め， そ

して地球 に来 る者一 人一 人に，蹟 い を通 じて祝福 を もた ら

す とい う責任 が与 え られ たの さ。残 りの私 たちには， そん

な責任 は与 え られなか った。 その責任 は， ただひ とりに し

か与 えられな い特 別な仕事 だ ったか らだ よ。

息子 ：で も，主 が何 もか もお ひ と りで しなければ な らな

い って こ とじゃない で しょ。

父 ：もちろんだ。主 には，助 けて くれ る人が大勢 い る。

だか らこそ神権 とい うものが必要 にな って くるの さ。だが，

救 い主は その頭 だ。 この救 い主 に，天父 は地球全般 にかか

わ る責 任 をお与 えに なったの さ。天父 は私 た ちを心 か ら愛

して下 さっていた。 だか ら， まずイエ ス様 を送 って この世

界 を創造 し， 次い でイエス様御 自身 を もこの世 に送 り込 ま

れ たんだ。苦 しみ と死 を身 に受 けて，私 た ちを救 うため に

ね。

息子 ：で も， ど うして イエ ス様 が救 い主に選 ばれたの。

父 ：お父さんに はわか らない。だけ ど， ひ とつ だけ確信

で きるこ とがあ る。つ ま り，天 父が イエ ス様 を代理 人 とし

て選 んだのは， イエ ス様 が前世 で，深 ぐ」 純粋 な愛 を持 っ

てお られたか ら じゃないか とい うこ とだ。イエ ス様 は天 父

を愛 してお られ た し， 天父 の言われ るこ とに は何 で も従 っ

た。 同時に，私 たちに対 して も純粋 な愛 を持 ってお られた。

その愛が純粋 であった ため に， そ して利己的 な ところが い

ささか も見 られ なか ったために，天 父は， イエ ス様 に地球

の こ とを全部任せ て も心配 ない と考 え られ たん だ ろう。

息子 ：ほかに もそ うい う純 粋 な愛 を持 って いた人 はいな

か ったの。

父 ：いた と思 うよ。 で も天父の家 は秩 序の家 だ。だか ら，

266

頭 と して指名 され たのは， ただ ひ と りだけ さ。天 父が人々

に語 りかけ る時に は， 決 まって同 じこ と しか 言われ ないん

だ 。 「こはわが愛子 な り， 彼に聞 けd(ジ ョセ ブ ・ス ミス

2：17。 マ タイ3：17;17：5参 照)の 一 言だ。 その戒め

を守 る人々は，地 で も天 で もイエ ス ・キ リス トを通 じて あ

らゆ る祝福 を受 ける こ とが で きる。だか らこそ，救 い主 は，

大 いな る大祭 司 とな られ たわけ だ。 この地上 で天 父の祝福

を受け るための， 言わば 唯一の 窓 口だね。私 たちが受 け る

神権 は，救 い主 の権 能 なんだ。 そのため に， 「神 の御 子の

神 権の聖 な る神権」(教 義 と聖約107：3参 照)と 呼ばれ て

い る とい うわけ さ。

息子 ：天父 を代 表す る人が， どう してただ ひ とりじゃな

い といけな いのかわか ったけ ど， ひ とつ まだ わか らな い と

こ ろが あ るんだ 。ほか に も大勢， 天父や他 の 人々 を心か ら

愛 していた人が いた し，現 に今 で もい るで し ょ。そ うい う

人 たちは どうな るの。

父 ：そ うい う純 粋 な愛 を持 ってい た人た ちの中には， ア

ブ ラハ ムが言 った よ うな，高 貴に して偉 大 な者 た ちが 多 く

い た と思 うよ。救い主 は， そ うい う人々 を，地上 の統治者

とされ るん だ(ア ブ ラハ ム3：22-23参 照)。

息子 ：で も， い ろいろな時代 の統治者 た ちを見 る と， ち

ょっ と信 じられな いな。

父 ：確か に， この世 の統治 者の こ とを考 えれば， そ うだ

ろ う。だけ ど， 聖典 には どこに も王 だ とかヂ将 軍だ とか，

大統領 だ とか は書 いてな い。救 い主 が言 われる統治者 とは，

永遠 の祝 福 を同胞 に もた らす こ とが で きるよ うに主が指 名

七 た人々 のこ となんだ。彼 らは神権者 なん だ。

息 子 ：つ ま り，救 い主 は， この世 で純粋 な愛 を持 ってい

る人々 を選 び出 し， その 人々が他 の人々 を祝福 で きる よう

に神権 を授 け る， と言 うわけで しょ。 その通 りだ と・は思 う

け ど，現在 の教 会 を見 る と， ち ょっ と信 じ難 いな あ。確 か

に神権 者 の中には いい人が い るよ。で も，純粋 な愛 どころ

か，他 の 人々に大 して愛 を持 って ない よ うな人が いるで し

ょう。

父 ：ポー ル， 入 を裁 くのはやめ よう。 しか し， お前の言

うこと もうなずけ る。正直 言 って，神 権 を授 け られ た人々

が 皆 ひ と り残 らず神権 者 らし く振 る舞 ってい るか と言 う と

そ うではないね。

息子 ：で も， お父 さんの話 を聞 いて いる と，人が救 い主

の神 権 を十 分に行使 す るため には， 完全 でなけれ ばいけ な

い と言 ってるみ たい じゃない。

父 ：大変な こ との よ うに聞 こえ るか も知 れ ないが，今 お

前 の言 った こ とは， お父 さんの理解 の， ほぼ核心 を突 いて

い るよ。救 い主が ユ ダヤ で弟子 た ちに， どの よ うな人 にな

って欲 しいか話 され た時 ，弟子 た ちは，絶望 的 にな って，

「では
， だれが救 われ る こ とが で きるのだ ろう」 と言 った。

そ の時の救 い主 の答 えが，唯一 の希 望 だね。つ ま り， 人は

自分 自身 で完全 になるこ とはで きないが ，神 には良いことで

で きない こ とはな い と答 え られた(マ タイ19：23-26参 照)。

これで， お前 の疑問 の答 えに な るか な。



息子 ：つ まり，人は神様の助けがなかったら完全になる

ことはできない， ということでしょ。

父 ：その通 りだ。聖典 に，人が どんなに努め励んでも，

救 われるのはひ とえに神の恵みによる， と書かれているの .

も，そ'ういう意味があってのことなのさ。(IIニ ーファイ

25：23参 照)

息子 ：別に悲観的にな りたいわけ じゃないけど，やっぱ

り，.僕の知っている神権者の大部分が完全な愛 を持ってる

なんて，信 じられないなあ。

父 ：ポール，大切 なのは，完全な愛 を持 っていない人が

いるという点 じゃない。むしろ，完全な愛を持っている人

がいるということの方が奇跡 じゃないかな。これは，最初

と最後 を分けて考 えれば，理解できるよ。

まず，最初 と言うのはね，人はこの地上に生 を受けただ

けでは， まだまだ賢 くもなければ，完全でもない。 とても

救 い主の完全な代理は務 まちないし，純粋な愛を示 して人

々に祝福 を与えることなどできるものではない。だか ら，

救 い主の代理が務め られる人を育て鍛練す る過程が必要に

なって くるわけなんだ よ。

その過程の第一歩は，'まず福音 を受け入れることだ。 自

分の弱点を告白し，バプテスマで救い主 と誓約を交わす。

主のみ名 を受け，そのみ名 を常に忘れず，その戒めをすべ

て守ると，いう・，聖餐の祈 りをささげる祭司が毎 日繰 り返す

あの約束の言葉だね。

息子 ：ああ，.その聖句なら暗記 しているよ。でも約束す

るだけで十分 なの。

父 ：いや，必要な第一歩には違いないが，それだけでは

十分 じゃない。バプテスマの時にその約束 をすると，聖霊

を受ける祝福， と言うか，聖霊 を受けよとの戒めが与 えら

れ るわけだ。

息子 ：確認される時でしょう。

父 ：そうだよ。聖霊を受けることは，人に与 えられる特

権の中でも，最 も素晴 らしい特権のひ とつなんだ。その影

響で，救い主 と同じように，思い，感 じることができるよ

うになるし，救い主か らの指示 も受けることができるんだ

か らね。バプテスマの ヨハネが，水でバプテスマを施 した

ことは覚えてるね。その ヨハネは，救い主が施す火 と聖霊

のバプテスマ というものがいかに崇高な ものか，よ く知 っ

ていた。だから， 自分には，救い主の くつのひもを解 く値

打ちもないと感 じていたんだね。私たちが神聖な神権 を持

つにふさわしく， また立派な人物になることができるよう

助けを与えて くれるのが，聖霊の持つ，人 を変 える力なん

だよ。

息子 ：それ とアロン神権は， どう関係があるの。

父 ：ヨハネは，救い主が聖霊のバプテスマ を施すことが

できるよう，弟子たちに備えをさせるために，水によるバ

プテスマ を施 しただろ う。丁度 それ と同 じように，アロン

神権 というのは，メルケゼデク神権 を受けるための準備 と

して与えられるものなのさ。執事の時には，聖餐 を配った

り，断食献金 を集めた りしたし，教師になった時には，ホ

一ムティーチングを始めた
。祭司になってか らは，聖餐を

.祝福 したり，伝道活動 をした り，バプテスマを施 した りす

る特権を与えられた。これまで，監督 と一緒にいろいろな

仕事 をしてきただろう。教会堂の環境整備や福祉農場での

作業，それにワ『一 ド部の人たちを助ける仕事などはそ うだ

ね。ところで，メ ルケゼデ ク神権を与えられるのは，どう

いう青年だい。

息子 ：祭司の仕事 をきちんとやってきた人でしょう。

父 ：その通 りだね。外形的なことに勤勉で，忠実で，従

順な青年なら，霊的なことを執 り行なう十分な準備ができ

.ているはずだよ。そういう青年なら，19歳 で伝道に出て も，

すでに救い主に仕えるということではベテランだ。忠実な

祭司の頃に培った態度や習慣は，これか ら先，大神権のい

ろいろな召 しを受けるための基礎になるだろう。教会で，

神権の権能の下に働 き，聖きみたまの励 ましに従って生活

するようになったら，その時はもう，愛の業を喜んでする

ことができる。ポール， これだけは忘れないでくれ。宣教

師 として働こうと，教会の補助組織で働 こうと，あるいは，

夫 として，父親 として働 こうと，そ ういう神権の召しにお

ける本当の成功 というのは， 自分の利益 を捨てて， どれだ

け深 く，また純粋に他人を愛 し，関心を示 したかによって

決まるんだよ。

息子 ：それは，外形的なことも， きちんと効果的にして

おかなければ， とて も他人に愛を示せ ないとい うことでし

ょう。

父 ：全 くその通 りだ よ。怠け者でだらしな く，従順でな

い宣教師がいたら，そんな宣教師は，人に確信 を与えるの

が とても大変なはずだ。回復 された福音は特別の ものだな

んて言えないか らね。全然人の動 きに注意 を払お うとしな

い長老定員会の会長 も，人を動か して，進歩させ ることは

むずか しいね。それか ら，同 じ父親でも， 自分の家族 を養

うために一生懸命働 こうとしなかった り， 自分の楽 しみを

第一 とした りするようでは，お世辞にも，家族 を救い主の

もとへ導いているなんて言えないね。

息子 ：アロン神権で学んできたことが，随分 と役に立っ

て くるんだね。でも，アロン神権の果たす役割は，もっと

ほかにもあるんでしょう。

父 ：その通 り。これ までは，ただ，純粋な愛 というもの

の基本についてだけ話 し合ってきたね。今度はその基本の

の上に，偉大な知識と熟練 と知 恵と，「それに人々のことと

その必要 を理解 してあげる能力 とを加えていかなければな

らないんだ。これは皆，みたまの賜さ。自分の罪を悔い改

め， そして，人に恵みをもたらすことに飢え渇いている人

たちは，聖霊に満たされる。それか ら，そういう賜が注が

れ るんだ。

ポール，大切 な聖句をちょっと眺めてみよう。教義 と聖

約の121章 を開いて くれないかい。34節 から最後の所まで

は， とても重要な箇所だか ら，神権者は是非暗記する必要

があると思 うよ。一語一句間違 えなくなるまで，何度も何

度 も暗唱 してみることだね。
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34節 と40節 を見てごらん。召される者は多いが選ばれる

者は少ない と書いてあるだろう。 どうしてだろう。35節 を

読むと， こあ世に属けるものや人間の誉れを得 ることを望

んで，わき道にそれてはならないということがわかるね。

神権の目的は，奉仕 し，恵みをもたらすことにあるんだか

らね。

36節には，神権 を行使するためには，天の力 と結び付い

ていない といけないとある。これはつまり，.神権を行使す

るためには，聖 きみたまを受けていなければ，みたまの力，

も賜も受けることができないということだね。

37節では，世に属けるものに心 を奪 われると，聖 きみた

まは退き去るしゼみたまが去れば，神権の権能 も終わ りだ

と書いてある。正直，真実，貞潔，慈善 という，あらゆる

善 を行なっていなければ，神権の権能 を義 しく適正に行使

することはできないんだね。

38節 では，悔い改めようとしない人たちが神権 を行使す

る機会 を失 って， どれほど深い失望を味わ うかが書いてあ

る。そしてそういう人たちは，かえっ.て神権者に挑戦的な

態度 をとるようになるものなんだね。

39節 では，ほ とんどの人が，神権 を受けると，権力 と支

配力 とで神権 を行使 しようとすると書かれているね。純粋

な愛の気持 ちか らではなくてね。

さて，40節 を読むと，神権 を持つ兄弟たちの中に も，愛

を示 しているとは思えないような人がいるといった先程の

疑問に答えが与えられるんじゃないかな。悔吟改め：て，愛

の業をす る機会が与えられても，神権に聖任 きれた人

ここで言う 「召さるる者」だね一 そういう人め大部分は，

召 しに応 じて一生懸命働こうとはしない。だから，選ばれ

る者は少なしなんだ。その神権を永遠に保持する人は少な

いんだろっね。

.人は，完全だから福音 を受け入れて救い主 の教会に入る

んではないことはわかるだろう。むしろ，完全になるため

に教会に来るんだ。同様に，人は，救い主のようであるか

ら神権を受けるんではな く，む しろ，救い主の業 をす るこ

とによって，救い主が現在あるような状態 まで成長できる

ように神権 を受けるわけだ。救い主は偉大な愛をもって，

私 たちと共に働 き，王国で召 しを受ける度に一歩ずつ成長

できるよう，私たちを助けて下 さるんだよ。確かに，主は，

神権者が道 をそれたり，永遠の生命よりもこの世に属ける

ものの方に重 きをおいた りす ると，悲 しまれると思 う。

ところで，なぜお父さんが，最初 と最後には違いがある

と言ったのか，わかったかな。みんな，最初にはふさわし

くないんだが，成長 を続けて最後にはふさわしくなる人も

いる， といっことだね。

息子 ：お父さん，僕は，救い主に仕えて，他の人々に祝

福 を与えたい。でも，絶対に道か らそれないようにするた

めには， どうしたらいいめ。

父 ：一番良いと思 うのはね， ポール乳毎 目，主に助けを

求 めて祈 りヅそれから，・鉄の棒 を固 く握'って離 さないこと

だよ(1ニ ーファイ15：23-25参 照)。 最大の誘惑は，そ
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の鉄の棒 を離したり'，義の業に休暇を取った りすることだ

と思うよ。積極的な面にだけ 目を向けることも助けになる

ね。また， 自分にできることやなすべ きことをいつ も心に

留めておいたら，サ タンの攻撃 を弱めることもできるね。

教義 と聖約121章 の41節 と42節 を見てごらん。神権は 「説

服 と堅忍 と柔和 と温情 と偽 らざる愛 と……また親切 と浄 き

知識」によって行使するはずだね。毎朝鏡に向かって自分

の姿を眺め，.そしてこうした聖句を心の中に思い浮かべた

ら，・恐 らく，苦 のニーファイのようになって，罪の思いに

捕 らわれる度に，恐れおのの くようになるだろうね。層

息子 ：自分が どれほど成長 しないといけないか考 えた時，

ちょっとがっか りすることない。

父 ：あ り得ることだね。現に，お父 さんも時々がっか り

することがある。で も，頑張れるのは希望 を持つ ことがで

きるからなんだよ。霊感訳聖書の創世記14章 には，メルケ

ゼデクと神権のことが書かれている。そこには，喜んで努

力 を続けると，忠実である限 り，必要な時には，海を分け，

山を崩し，あらゆる くびきを解 き，神のみ前に立っことが

できると約束 されている。お父さんは，病人を癒 し，嘆 き

悲 しんでいる人たちを祝福 し，お母 さんやお前たち子供 を

救い主のみもとに導 きたいと，心か ら望んでいるんだ。ま
'た
，救い主が自ら統治され， そして人が皆，救い主 を知 る

ごとができるというシオンで生活 したいとも思 う。 しかし，

こういう素晴らしいことは皆，・聖なる神権 を全力を尽 くし

て義 しく行使するようになって初やて可能になることも，

よく承知 している。そう・ならてこそ，モーサヤ書8章 のあ

の美 しい聖句にある主の約束を成就することができるんだ

よ。確か，あの聖句はこうだ。 「神は人が信仰に よって偉

大な奇蹟 を行 うことができるように，その方法をそなえて

置きたもうたので，人はそのはらからに大 きな利益 を与え

るようになるのであるd(18節)

息子 ：そうなれるといいね，お父さん。

父 ：なれるとも。ただし，人が皆心をひとつにして，お

互いに強め合 うことができれば，だがね。お父さんの生涯

で最大の出来事は，救い主が本当によ くして下さっている

ということを，段々 と深 く理解できるようになっていると

い うことだ。それも，神権を受けて，教会で奉仕するよう

になうてか ら理解 できるようになったのがほ とんどだ』お

父さんは， 自分の人生で分かれ道に立つ度に，必ずだれか

がわきにいて，救い主の愛について教えて くれたが，そう

い う人たちに本当に感謝 しているよ。

息子 ：そうい う人たちって，だれなの。

父 ：沢山いる。その中で特に3人 についてだけ話 してあ

げ よう。『

ひとりは，執事定員会のア ドバイザーだった。彼は，お

父 さんたちが執事の頃，福音につい：てそれは沢山のことを

教 えて くれた。今でも子供 日曜学校の部屋へ行 く.と，彼は，

小 さないすに腰掛けているよ。瞭いについて話 して くれた

り，救い主がどれほど御父を深 く愛 し.ま た私 たちが完全 ，

になることを望んでおられるか というヒ とを， いつ も涙な



がらに話して くれるよ。

もうひ とりは，ステーキ部の高等評議員で，お父さんが

まだ苦学生で，長老定員会の会長だった頃，一緒に働いて

くれた人だ。彼は，予言者の言葉 を愛することを教 えて く

れたし，みたまに従って生活す る方法 を知るよう教えて く

れた。彼はステーキ部の祝福師に もなった。お父さんは，

彼から祝福 を受けたが，それ以来お父さんは強さと導 きを

与えられている。

そして，3番 目の人が，最 も大 きな影響 を及ぼ した人だ。

その人はお前のお母 さんだよ，ポール。お父さんたちが神

殿で結婚 した頃は，福音のことにも，結婚のことにも，ま

るで うぶだった。今 でも， その頃の理解の浅かったことを

思 い出しては笑っている。で もとにか く，一緒に成長を始

めたんだ。一緒に聖典 を読み，一緒に教会で働 き，一緒に

悩み，節約 し，貯金 した。いやいやなが らや ったために，

お互い，苦い思いをしたこともある。 しかし，お父さんの

人生で最大の祝福のひとつは，お前のお母 さんがお父さん

を愛 して くれているということだ。お父さんはそのために

勇気 を与えられ，強さを与えられ，そして，㌦真実の愛 とい

うものが どういうものなのか，教えられたんだよ。

お父さんをこれ まで助けて くれた人たちは皆，みんなが

お互いに必要 なんだ ということを教えて くれた。だか ら，

救い主のようになるための唯一の方法は，一緒に働 くこと

によって，一緒に成長 して救い主のようになることだ と思

う。

息子 ：主を愛す る人たちと一緒に働 けたらいいね。

父 ：ポール，お前がそうい う働 きをするための最大の機

会 は，結婚の中にあるんだよ。結婚や家族の仕組 とか 目的

といったものは皆，聖なる神権の行使や権能 と深 く結びつ

いているんだ5お 前が 自分のなすべき義務 を果たせば，お

前 もお前の伴侶 も，永遠の神権の王国を築き上げて，その

王国の中で自分の子供に永久に恵みを与えることができる

んだよ。

お前には，信仰堅固で，進んで霊的な進歩 を図る神の娘

を捜 し出して欲 しいと思 うよ。お前たちの神殿結婚は，永

遠の時という，神権を行使する遠大な機会 を与えてくれる

ことになる。お前 とお前の伴侶が，福音の絆の中で，お耳

いに，清 く，無私の心で愛 し合い，また子供たちを愛する

ことができるようになれば，人が創造された喜びもわかっ

て くるはずだよ。

息子 ：お父さん，あ りが とう。よくわかった よ。

父 ：ポール， もしできるようだったら，このことも考え

てみてくれないか。それは，お前が伝道先で，あるいは教

会 で召されて奉仕するはずの人々は，すでに存在している

ということだ。お前の伴侶 も，お前が現在気づいているい

ないにかかわらず，どこかにいる。お前の将来の子供たち

もどこかに存在 しているんだ。だから大切なことは，今そ

ういう人たちを皆，愛 し，祝福 をもた らす ことだ と思 うん

だ。召されたり，結婚 した りするまで待つ ことはない。今，

そういう人たちを愛す ることができれば， 自分を清い状態

に保つこともできるし，救い主 を愛 しつつ霊的な面でも義

の面でも，進歩することができるだろう。そ うすれば，い

つ召しが来 ようと，いつでも喜んで，純粋な愛をもって人

々を祝福 し，愛することができるんだ よ。ヨハネ伝の15章

を開いて，5節 か ら12節 まで読んでくれないかい。

息子 ： 「わたしはぶどうの木，あなたがたはその枝であ

る。 もし人がわたしにつながっており， またわたしがその

人 とつながっておれば，その人は実 を豊かに結ぶようにな

る。わたしか ら離れては，あなたがたは何一つできないか

らである。

人がわた しにつ ながっていないならば，枝のように外に

投げすてられて枯れる。人々はそれをか き集め，火に投げ

入れて，焼いてしまうのである。

あなたがたがわたしにつながってお り，わた しの言葉が

あなたがたにとどまっているならば，なんでも望む ものを

求めるがよい。そうすれば，与 えられるであろう∴

あなたがたが実を豊かに結び，そしてわた しの弟子 とな

るならば，それによって，わたしの父は栄光をお受けにな

るであろう。 痔

父がわたしを愛 されたように，わたしもあなたがたを愛

したのである。わたしの愛のうちにいなざい。 ，

もしわたしのいましめ を守 るならば，あなたがたはわた

しの愛のうちにおるのである。それはわたしがわたしの父

のいましめを守ったので，その愛のうちにおるの と同じで

ある。

わたしがこれらのことを話 したのは，わたしの喜びがあ

なたがたの うちにも宿 るため， また，あなたがたの喜びが

満ちあふれるためである。

わたしのいましめは， これである。わたしがあなたがた

を愛 したように，あなたがたも互いに愛 し合 いなさいd

(チ ョー ンシー ・C・ リドル ブ リガム ・ヤ ング大学大学院

部長兼哲学教授。現在，オー レム 三ユ;タ ・シャロンステーキ部

オー レム第16ワ ー ド部の 日曜学校教師 として働 いている。)
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日，私 は ワー ド部の聖餐会 で話 をした。翌週 の 日曜 日
先
にひ と りの兄 弟がや って来て，私 の話 を良か った と言

って下 さったので，私 はその親切 にお礼 を言ったが，つ い

つ い教 師の地が 出て，話 の内容 につ いて 「どこが良か った

とお思い ですか?」 と聞いて ち ょっ と彼 を試 してみ た。彼

は しば ら く答 え るこ とがで きなか った。私 は，相手 を困 ら

せ て 申しわけない気持 ちに なったが， とにか く， 彼は私 の

話 を思 い出せ ずに いたので ある。

その後 で，教 えた り学ん だ りす る時にみ たま を通 じて来

る霊 的な理 解や感情 や感激 に比べれ ば，言葉 で言 う福音 な

どは大 して重要 でない とい う話 に及んだ。

その出来事か ら，福 音の教 師 とい うもの は 自分 ひ とりで

教 え るので はな く，チー ムの一 貝 として教 え るの だ とい っ

こ とを深 く印象づ け られ たの であった。

ニー ファイは， 「人が聖霊 の 力で語 る ときには，聖霊 が

その話 を人の心 の中に浸 み こませ る」(IIニ ー ファイ33：

1)と 言 って いる。

その ように なるには， 聞 き手 の受 け 入れ態勢 も必要 であ

る。 「『その時 それは静か な細 い声で話 した も うたが， あな

た たちはな ん らの感 じもなか ったの でその御声 を感ず るこ

とが で きなか った』(1ニ ー フ ァイ17：45)。 私 はニー ファ

イが 『その御 声 を聞 くこ とが 』 とど うして言 わなか ったの

か不 思議 に思 った もので ある。 しか し今 で は， それが 耳で

聞 くた ぐいの もの では ない ことが わか るよ うに なった。心

に言葉が 入って くるの であ る。 そ して， その言葉 と一 緒に

感 情 も。ニー ファイが言 った よ うに，言葉 を感 じるので あ

る。感情 で聞 くこ との で きな い人は，大 して 多 くの もの を

得 ないd(S・ デ ル ワー ス ・ヤ ン ク、CoガeゲeηcεRεpoπ
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「大会報告 」1961年10月P .116-17)

主 は ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 して こう言 われた。 「真 理 を

教 えん ために遣 わ され た る 『慰め主 』，す なわ ち 『みた ま』

に よ りてわが福音 を宣べ んため な り。… … この故 に真理 の

『み た ま』に よ りて言 を受 け たる者 は
，'また真理 の 『み た

ま』 に よ りて教 え らるる ままにこれ を受 くるこ とを汝 ら知

りて覚 り得 ざるは何 ぞ。 この故 に，教 ゆる者 も受 くる者 も

互 いに相悟 り，両 者共 に徳 に導か れて共 に悦ぶ な りd(教

義 と聖約50：14，21-22)

福 音 の教師 には最良 の同僚 ，す な わち聖 霊が い る。 そ し

て非常 に心強 い こ とには， いつ で も聖霊 に頼 るこ とが で き

るのであ る。 問題は私 た ちに あ る。私 たちは どうした らふ

さわ し くなれ るだ ろ うか。 どの ような準備 を した らよいの

だ う つか。

教 える用意

このシリーズの最初(1977年4月 号)に ある 「福音の教

授 と学習」の図に，教師が人に教 える前に神との関係で行

なっておかなければならないことが書かれている。そのひ

とつが，真理についての理解 と証 を求め，それを得ること

である。聖霊 を伴侶 として教えるには， キリス トのみ言葉

をよく味わって，人に伝 えるべ きものが何であるかを知 ら

なければならない。 「わが言 を宣べんと求む ることなかれ。

然 らず してまずわが言葉を得んことを求めよ。然る後，汝

の舌ゆるまり，それより.汝願わばわれわが 『みたま』 とわ

が言とを与えん。すなわち人々を説得する神の能力を与 う

べ し。…… この故に汝出で行 くまでは大切 に胸におさめよ。

而 して出で行 く時はわが智恵にありd(教 義 と聖約11：21，

26)

最近，エ ズラ ・タフ ト ・ベ ンソン長老嫉 教師たちに塗

のように教 えた。
「生徒たちを強 くする前に，まずあなた自身が主国の教

義 を調べ，研究 と信仰によって福音 を学ぶ ことが大切であ

る。信仰によって学ぶ とは，理解に努め， また信仰の祈 り

によって主のみたまを求めることである。そのよラにすれ

ば，生徒たちに確信 を与える力が得 られるであろう……。

教える時に神の力を授かるための順序は， まず言葉 を得

るように努め，次に理解 とみたまを，授け，最後に確信 を与

える力 を得 ることである。確かに，私たちの生ける予言者

が教えた通 り， 『聖典 を熱心に読んで得 られる祝福がある。

それは自分 と天父 との距離が狭まることであ り， 自分の霊

性が輝 きを増す。』(ス ペ ンサー ・W・ キンボ「ル大管長

『範た る人々』宗教教育者への説教，1975年9月12日 ，

P.2)

聖典や生ける予言者たちめ言葉に取って変わり得 るもの

はないということを，決 して忘れてはならない。そのことを

基盤 としなさい。主の言われたことに関 して人が解説 した

もの を読む回数を少な くし，その分主が言われたことをも

っ と多 く，直接聖典か ら読んで考 えていただきたいd(エ

ズラ ・タフ ト・ベ ンソγ 『福音の教師 とその教え』宗教教

育者へ の説教，1976年9月17日 ，pp.5-6)

こ の基 本的 な福音 の勉 強は，すべ ての人 に欠 くこ との で

きない ものだが，教 師 たちは 自分 の召 しに関連 した レ ッス

ンの テキス ト類 も準備 しなければ な らな い。 その責 任 につ

いて， デ ビッ ド ・0・ マ ッケ イ大管長 は こ う語 って いる。

「教 師に課せ られ た大 きな責任 は
，教 える用意 をす るこ

とであ る。教 師は， 自分 の知 らない ことを人に教 え られ な

い。 自分 で感 じない こ とを生徒 に感 じさせ る ことは で きな

い。教 師 自身に証 が なければ，神 の福 音 に対 す る証 を若 人

に得 させ よ うとして も無理 で ある。

あ らゆ る教 師に とって，大切 な ことが3つ あ る。 第一，

教 え る事 柄 を知 るこ と。第二，教 える事柄 を自分の ものに

す ること。 第三 ，生徒 にそれ を身につけ させ るこ と。押 し

つ け るの でな く， あなたが 見 た もの を見 ， あ な たが 知 っ

た もの を知 り，あ なたが感 じた ことを感 じるよ うに彼 らを

導 くの であるd(デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケイ 『もっ とよく教

え るため に』 加pγo麗 祝e鋭Eγ α 「インプルーブ メン ト ・エ

ラ」1956年8月 号 ，p.557)

マ リオン ・G・ ロムニー長老 は，教 え よう とす る事柄 に

つ いて理解 を深め るには ど うした らよいか を次の4段 階に

分 けて説 明 して いる。

「1 .望 み 聖典 は， 人はその望 みに応 じて主 か ら与

え られ る と繰 り返 し教 えて い る。アルマ は述べ た。 『人が

死 を願 うの に も生 を願 うのに も神 は これ に応 じたまい， 人

の心が救 い を求め るの も亡 び を求め るの も神 はこれ を許 し

た もう と言 う.ことを知 って い る…… 。』(ア ルマ29：4)

ま た その2ヵ 月後 に， ジ ョセ ブ ・ス ミス とオ リバ ー ・カ

ウ ドリにこ う語 ってお られ る。 『汝 らわれに願 うが如 く，

正 に汝 らに成 るべ し。』(教 義 と聖約6：8)… …

2.調 べ るこ と 真 の望 み とは1単 な る願望 で は な

い。 それは生 きた望 みで あ る。 人を行動 に駆 りたて る確信

で ある。神権 者が駆 りたて られ るその行 動の ひ とつ は，永

遠 の生命 の言葉 を調べ ，深 く考 えるこ とで ある。

私 たちはそれが何 で あるか を知 らずに 『神 の 口か ら出る

一 つ一う の言 で生 きる』 こ とは で きないの で
，神 の言葉 を

学 ぶ こ とが絶対 に必要 であ る。… … ・ 一

主 は誠 命の書 の序 文 で言われ た。 『人々 よ， これ らの誠

命 を しらべ よ。そは これ らは真実確 な る誠命 に して，その中

に言 われた る予 言 も約束 もすべ て成就 さるべ ければ な り。』

(教 義 と聖約1：37)

私 た ちは， 『聖 書 と… …モ ルモ ン経 と1ジ誌 され たるわが

福 音 の原則 を教 うべ し』との神 よ りの 指示 を受 けて いる(教

義 と聖 約42：12)。 そ の 原則が何 であ るか を知 らなけ れば，

教 える ことはで きな い。

予 言者 ジ ョセブ とオ リバー ・カウ ドリとジ ョン ・ホイ ッ

トマ ーに主 は言われ た。 『見 よ， われ汝 らに告 ぐ。 汝 らは

聖典 を学び… …ため に専 ら汝 らの時 を費すべ し。』(教 義 と

聖約26：1)… …

3.深 く考 え るこ と 私 は， 聖典 を読 ん でいて，モル

モ ン経に よ く出て くる 『深 く考 え る』， 『よ くよ く考 え る』，
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『思 いにふけ る』とい う言葉 に心 を動 か され た
。辞 書で は，

これ らの言葉(po冠%彿e面 α偽 ナ碗 εα， 以上 は同義語 で

あ る)は 『心に はか る，物事 につ いて深 く考 える，思案 す

る』 とい う意味 であ る。 モロナ イはこの言葉 を 自分の記録

の最後 に用 いて いる。 『ご らん，私 はあな たたちにすす め

た い。 あなた たちが この記録 を読む こ とを神が許 した もう

な らば… …主が世 の人々 に どれほ ど憐 み を垂 れた も うたか

を思 い起 して心 の中に深 く考 えてほ しい。』(モ ロナ イ10：

3)

イエ スはニー フ ァイ人 に言われ た。

『汝 らは理 解 力弱 く……教 えが
， こ とご と く汝 らに 了解

され ざる こと明 らか な り。… … されば， 汝 らは各々 その住

居 に帰 りて後， われが これ まで汝 らに語 りしこ とをよ くよ

く考 えて， 汝 らの理解 で きるため に… …わが名 に よ りて御

父に祈 るべ し。』(IIIニ ー フ ァイ17：2，3)… …

4.祈 り 『永遠 の生命 の言』 を望 み，調べ ，深 く考

え るこ と， か くも重要 な この3つ が すべて そろ って も，祈

りがなけ れば不 十分 であ る。

祈 りは，救 い主 に至 る門 を開 く仲 立 ち となる もの であ る。

主 は言 ってお られ る。 『見 よ， わた しは戸 の外に立 ってた

たいて いる。だれ で もわ た しの声 を聞いて戸 をあけ るな ら，

わた しは その中に はい って彼 と食 を共 に し，彼 もまた， わ

た し と食 を共 にす るであ ろ う。』(黙 示3：20)… …

ニー ファイの訓戒 を聞 いてい ただ きた い。私 は この 言葉

が私 を感動 させ たよ うに，皆様 方 の心 を打つ こ とを願 うも

の であ る。 ニー ファイは言 った。

『さて ご らん
，私 の愛す る兄 弟 たち よ。……私 は キ リス

トの言葉 を よ く味 わえ とあなた たちに勧 め た。それは キ リ

・一・ 擁

「も っ とよ く

教 え る た め に 」

デ ビッ ド ・0・ マ ッケイ大管 長

「またわれ汝らに一つの誠命 を与 う
。すなわち汝ら互い

にこの王国の教義を教ゆべ し。汝ら熱心に教えよ，さらば

わが恩恵は汝 らに伴い，か くして汝 らの理解する必要ある

理論 と原理 と，教義 と福音の律法 と，神の王国に就けるす

べ ての事は更に完全に教 えらる。また天にも地にも地の下

に も関わ りあること， またすでに起 りたること，今有るこ

と，近 く必ず起 らんとすること，また国内に有ること，国

外にあること， また戦争，諸国民の葛藤，地 上に下る審判，

而 して国々 と王国 とに就ける知識などもまた然り。これ，

汝 らがわが汝 らを召 したる天職 と，わが汝らに委任 したる

使命 とを全力を尽 くして遂行す るために，われ再び汝 らを

遣わす時に汝 らすべての事に用意あらんためなりd(教 義

と聖約88：77-80)

この教会は教師たちの教会である。末 日聖徒の家庭では

父母がみ言葉の教師 となるように，主の啓示によってはっ

きりとそ う言われている。また，補助組織 と定員会はすべ

て，根本的な意味で教師 と言える人々から構成されている。

従 って，この啓示はすべての人々に対して言われたもので

ある。

教師に課せ られた大 きな責任は，教える用意 をすること

である。教師は，自分の知 らないことを人に教えることは

で きない。 自分で感 じないことを生徒に感 じさせ ることは

で きない。教師自身に証がなければ，神の福音に対する証

を若人に得させ ようとして も無理 である。

あらゆる教師に とって，大切なことが3つ ある。第一，

教 える事柄を知 ること，第二，教 える事柄 を自分のものに

すること，第三，生徒にそれ を身につけさせ ること，押 し

つけるのではな く，あなたが見たもの を見，あなたが知っ

た ものを知 り，あなたが感 じたことを感 じるように彼 らを

導 くのである。

どの教師 も， クラスの少年少女たちの前に出た時には，

自分のレッスンの用意が整っていなければならない。よい

だろうか。あなたのレッスンや， レッスンの中の真理に対

するあなたの態度が，真理 と教会活動全般に対す る少年少
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ス トの言葉は，あなたたちの しな くてはならないことをみ

な教 えるからである。従 って私がこのようなことを話 して

か らでも， もしあなたたちがまだ解 らないな らば，それは

あなたたちが尋ね求め もせずまた天の門を叩かないか らで

ある。従 ってあなたたちは光明のある所に導かれないで，

暗黒の中にさ迷って亡びるに違いない。

さて私の愛す る兄弟たちよ。私はあなだたちが まだ心に

考 えこんでいるのを認め，この ようなことをあなたたちに

戒めなければならないのをまことに悲 しく思 う。あなたた

ちが もし祈 らねばならぬことを教 える 『みたま』の言葉に

聞 き従 うならば，あなたたちは祈 らなくてはならないこと

を覚 るであろう。悪魔は祈れ と人に教 えず，かえって祈っ

てはならない と教 える。しか しごらんよ く言ってお く。あ

なたたちは，力を落 さずに，いつ も祈 らな くてはならない，

そ して 自分 たちの働 きが 自分 の身 も霊 も救 われ る ように天

の御 父が その働 きを祝福 した もうよ う， キ リス ドの御 名に

よって まず天 の御 父 に祈 らないでは主 の御 前に どの ような

働 きもして はな らない と。』(IIニ ー ファイ32：1，3-4。

8-9)」(マ リオ ン ・G・ ロムニー 「聖徒 の道」1973年12

月号pp.569-571)

み た まを受 けて教 え るこ とは大 きな召 しで あ り，'チ ャレ

ンジであ る。 「され ど， も し汝 らに備 えあ らば怖 る ること

なか らんd(教 義 と聖約38：30)ま た，教 える際 に伴侶 と

な って くれ る聖霊 が私 た ち以上 に生徒 に大 きな影響 を及ぼ

す な らば，私 た ちはま ごつ くこともないであ ろ う。教 える

こ とは神 のみ業 で あ り，神 の栄誉 ，栄光 であ る。私 たちが

そのみ業の一端 を担 う時に，十分 な恵み を受 け るであ ろう。

女の態度を大きく左右するのである。レッスンの後，来て

も何も得 られなか ったという思いを残 して若人たちを去 ら

せ るならば，翌週 も彼 らを出席 させ ることはむずかしいで

あろう。その反対に，彼 らの心 を感動させたならば，ある

いはそこまでできな くとも，心に訴 えるこ とをたったひと

つで も与えたならば，彼 らはまた来て聞 きたいとい う気持

ちを示 して翌週 も出席す るであろう。

子供の心に思考 を促す レッスンを行なった後，その小 さ

な子が何か質問に答えて自分を認めて もらお うと一生懸命

になっているの」こ気づいたことがあるだろうか。

ただテキス トを読むだけでは不十分である。'それだけで

は レッスンを自分のものにすることはできない。 レヅスン

が 自分のものになるまで，つまり生徒 に伝 えることを完全

に 自分のものにするまでは，rみ言葉 を伝 える上で主か ら求

め られている召しを果たす準備はまだできていないと言え

よう。生徒∂)心を動かすのは，教師が心か ら生徒 に伝えた

いと思 っている事柄である。テキス トにあるレッスンは，

研究 と信仰 と祈 りによって初めて 自分の ものになるのであ

る。

次に 「教 える精神」についてだが，ただ次のことだけを

申し上げたい。主が十字架にかけられた後で，ある日ペテ

ロは 「わたしは漁に行 くのだ」 と言った。ペテロは漁の仕

方 を知っていた。彼は漁師であった。 しかし彼は，人を漁

る者 としての 自分の使命が何であるかをはっきりとは理解

していなかった。その時に トマスやほかの者たちが， 「わ

たしたちも一緒に行 こう」 と言った。朝になると魚が網一

杯にかかり，火がおこされ，パンもあった。食事 をすませ

ると主が彼らの間に立って言われた。 「ヨハネの子 シモン

よ， あなたはこの人たちが愛する以上に，わたしを愛する

かd

'「 主 よ，そうです。わたしがあなたを愛することは， あ

なたが ご存 じです，」
「わたしの小羊を養いなさいd(ヨ ハネ21：15参 照)

ここに教 える精神の心髄がある。少年 たちを養 いなさい。

少女たちを養いなさい。少年に，あなたが彼 ら一人一人を

心にかけていることを知 らせなさい。町で会ったら，彼に

関心 を寄せていることを知 らせなさい。心の愛 を輝かせ な

さい。そうした時に，少年の生涯に実 を結ばせ，つ いにぽ

不死不滅 と永遠の生命 を与え，事実神の栄光 となる真理の

種の， まくに良い土壌 を確保できるのである。

教師の皆さん，あなた方は自分が どんな可能性 を宿 して

いるか御存知だろうか。いつであったか，教師が常に承知

していなければならないその可能性 について書いたことが

ある。幾人かの，いや恐らくは大勢の少年少女の心にそれ

を起 こさせる力が教師にはあると思 う。それは，

1.弱 さや甘 えに打ち勝 とうという望み。

2.人 生には勇気をもって，災いには不屈の精神で，死

に も恐れることな く立ち向か う力。

3.男 性に対 しては男らしさ，女性に対 しては女 らしさ

を育むこと。世の中にこれが どんなに欠けてらることか。

4.や がては互 いに夫や妻，・模範的な父親，愛情深 く賢

い母親 となるにふさわしい者になろうという気概を，大勢の

人々に持たせること。 これは教師であるあなたの特権であ

る。

5.イ エス ・キ リス トの福音に対する愛を育むこ と。福

音に従えば， この世 では幸福，・そして永遠においては救 い

と昇栄が得 られる。

教会活動の最終的な目的は，主の霊感 と導きの下に，人

に不死不滅 と永遠の生命 をもたらす助けをすることである。

さしあたって私たちの現在の 目的は，老若ずべての心に，

神 のみ業についての証 を確立す ることである。この証がな

ければ，永遠の生命を得 ることはできない。 「永遠の命と

は，唯一の， まことの神でいますあなたと，また，あなた

がつかわされたイエス ・キ リス トとを知ること」だか らで

ある。(ヨハネ17：3参 照)」(デ ビッ ド・0・ マ ッケイ 『も

っとよく教えるために』加p70喫 ㎜傭E7α 「インプルーブ

メン ト・エラ」1956年8月 号)
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私 は大正13年1月21日 生就
昭和25年 に医師国家試験に合

格 してか ら,一 筋に医師 として,

働いてきました。

その間様々な人生の試練にも遭

い,悩 み苦 しんだこともあ りまし

たから,私 は｢自分の悩みの解決策

として哲学 を選 びました。そして

様々な哲学書を読み,少 なからず

その影響 を受けました。

哲学 を通 じて,神 を知 り,イ エ

ス･キ リス トも知 りました。そし

て私の心の奥底に,私 の全身を投

じて信 じ得るものを探 し求めよう

とす る気持 ちがあ りました。 し

か し,私 の全存在を支え,私 のす

べ てを投げ捨てて も信 じ得 るもの

は見いだすことができませんでし

た。またそれがいずこにあるのか

も知 ることができませんで した。

私は宗教 というものをある意味

では軽ん じていたようです。宗教

というひとつの決まったカテゴリ
ーに入るならば

,真 の自由はない

のではなかろうか とも思い込んで

いました。こうした最 中に,1976

年7月 のことですが,モ ルモンの

宣教師の方の訪問を受けました。

そして,何 か心ひかれるままに

話 をうかがいました。そこで初め

て聞いたジョセブ･ス ミスの証は

私 にとって大 きな驚きであ り,こ

れが本当なら,私 が今 まで考えて

いた宗教 とは全 く異なるものであ

ると考え,そ れから何回となくレ

ッスンを受け,ま たモルモン経 を

読み,私 の心には少 しずつではあ

りますが,真 理の光が射 し込み始

め ました。私はいつ しかこの教会

とこの教会の有する聖典 とには,

今 まで私の経験 したことのない真

理があることを強く確信す るよう
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にな りました。しか し,知 ること

と信仰 とは違 います。私には,この

教会に,ま たモルモン経に真に神

の教 えがあり,完 全な福音がある

と信 じることはできても,そ れが

直ちに信仰への道にはつなが りま

せんでした。私は自分で自分の心

に素直でありたい と考えました。

ですか ら宣教師の方に何回 とな く

バプテスマを受けるよう勧め られ

て も断わってきてお りました。

私は私なりに努力 したつ もりで

す。1976年 は私に とって試練の年

であ り,私 の心には様々な悪が潜

み,私 はその悪に立 ち向かい,何

とか克服 しようと努力していまし

た。そして,悪 に立 ち向かっては

敗れ,ど うして も打ち勝つ ことの

できない自分に絶望 しかかってお

りました。ちょうどその ときに教

会の方の訪問を受けたのです。そ

して聖典 を読み,神 の律法を知れ

ば知 るほど,私 にとって神がいか

に遠い存在であるか を,努 力すれ

ばするほど,神 は私か ら遠 ざかっ

ていくようでした。そして悩んで

いた私に,素 直な心で信仰の道に

入 りたい ど切望 していた私に,ひ

とつの記念すべ き日が訪れました。

私はその 日のことを忘れることは

で きません。今 考えても心が燃え,

神の愛を賛美せずにはいられな く

なるのです。その ときの私の心 を

日誌に書きました。

これは私が初めて得た大 きな証

であ りました。生涯 を通 じて私の

心の支えとなることでありましょ

う。この証は私が自分だけの力で

得た ものではありません。神が私

を導 きたまい,そ の証を与えて下

さったのです。つたない文章ですが

次に読んでいただければ幸いです。
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真実の教えに

触れて

日本横浜 ステーキ部

横浜第2ワ ー ド部 二宮敏雄･千 代美

ある日の夕方,ふ たりの宣教師が私の家に来ました。私

は宗教について関心が無かつ売 ので｢結 構です｣と 言 うと,

その宣教師は｢内 容 も知 らないで断わるのはおか しいです

ね｣と 言いました。 日本語を上手に話すの1と相 まって｢こ

の外人かなりや るなあ!｣と いうのが第一印象でした。そ

して彼らに,日 本人 として,い や,人 間 として非礼な態度

だけはとりた くないと考 え,一 応話を聞いてみよう,そ し､

て受け入れられない所が出て来たら断わろう,そ う思いま

した。正直に言って,初 めはモルモン経についてはあまり

興味はありませんでした。 しかし年若い宣教師については

大変興味を持 ち,そ して彼 らが,学 業中途で母国を離れ,

遠い日本に自費で宣教に来ていることを知 り,私 の同年代､

の時 と比べ,同 じ人間でこうも違 うのは何故だろうと考 え

ました。そしてそれが,強 い証の上に立った信仰 であるこ

とを知ったのです。

私は福音を聞 くまでは,人 間は人間自身の力で 自分の問

題 を解決するように努力 し,た とえそれが思 う通 りに解決

できな くても,宗 教 を信ずべ きではな く,ま た現在解決で

きない問題も,今 後の科学の発達,知 識の進歩によって解

決 されるはずであって,そ の解決 を宗教に求めるべ きでは

ない,宗 教は自己逃避である,と 考 えていました。しか し

ながら過去の人生経験より,自 分の無力さや 自分の心の醜

さを,い や というほど知 らされていましたので,心 は常に

平安 を保つことができませんでした。そして,心 の不安や

自己の弱さの克服のために,い ろいろな趣味に活路 を求め

ました。確かに,実 際にその趣味に没頭 している時は心の

不安はな くなるのですが,そ れ以外の時には,前 にも増 し

0

ある夕方,ふ た りの宣 教師 が来 ま した。私 はいつ も宗教

の勧誘の人 は断わ ってい たのでその時 も断わ ろ うとしま し

た。 ところが彼 らは御 主 人い ますか の一 点張 りです。 しか

た な く,主 人 と代 わ りました。 しば ら く話 してい たよ うで

すが,1枚 の紙切 れ を持 って,主 人が戻 って 来 ました。そ

れ には,私 た ちは どこか ら来たのか,な ぜ生 きて いるのか,

どこに行 くのか,そ の よ うな質問が書 いて あ りました。私

276

て心の不安がつのり,趣 味も多少は不安解消に役立つが,

完全な不安の解消にはならず,一 時凌ぎに過 ぎないという

ことを知 りました。･もうひ とつ私たち家族に とって一抹 の

不安 として残っていたのが,母 親のお腹の中で死んだ胎児

のことでした。 このままでいいのか?何 か供養 をしなけ

れば,と 思いましたが,良 い考えが浮かびませんでした。そ

して,福 音についてのレッスンが始まりました。以前よ り

聖書や手引き書は持 っていましたが,そ の書かれているこ

とがあまりにも崇高 であ り,参 考書にはなっても,信 仰に

はほ ど遠い ものと思っていました。レッスンを受けるのは

いつも夜,仕 事に疲れ帰宅 した後の1時 間位でしたが,実

に充実 した時間で した。そ して今 までただ持っているだけ

だった聖書の読み方や,今 まで初めか らできないとあきら

･めていたことなどにチャレンジしてみよう,と いう気持ち

になりました。私は福音を聞 くたびに,潜 在意識として私

の中にあった不安が,信 仰により解消 してい くのを感 じま

した。レ.ッスンの内容は完壁で した。私が以前｢ス ケアク

ロウ｣と いう映画の中で疑問に思っていた｢バ プテスマを

受けず して死んだ乳幼児 は天 国に行けない｣と いうクリ

スチャンの言葉は,モ ルモン経のモロナイ書8章 を読んだ

時に誤 りであることがわか り,真 実の教 えを正 しく理解す

ることができました。私は宣教師か ら福音を聞いて,約1

ヵ月ほどした昭和51年12月25日 に姉妹 と共にバプテスマを

受けました。最後に夜遅 くまで,何 度 も,私 の家に福音を

伝えに来て下 さった宣教師の方々 と,私 たちを暖か く迎 え

て下 さった教会員の方々に心 より感謝い たしま.す。

◇

.

0

は何 も感 じませ んで した し,知 りた い とも思い ませ んで し

た。た だ,今 生 きてい るこの現在 を;し っか り生 きていれ

ば,そ れ で良 い と思 ってい ま した。 それ なのに,私 に とっ

て 愚問 とも思 える ことを,さ も大切 なご どの よ うに伝 える

宣教 師 を,気 の毒 に思 った くらいです。 そ して｢え?モ

ル モ ン?そ ん な聞 いた こ ともない教会 に入 らな くた って,

カ トリックとか,も っ と,ま しな教 会 に入れば いい じ･やな
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